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今 から約30年前、バブル崩壊直前の1989（平

成元）年における企業の時価総額世界ラン

キング上位10社には、日本企業が7社ランクインして

いましたが、2018（平成30）年時点では、トップ10に

日本企業は1社も入っていません。

　なぜ、このようになったのでしょうか。バブルの崩壊も

一つの要因であったかと思いますが、根本的な原因は

日本企業にイノベーションを起こす力がなくなったから

と考えます。高度成長期の大量生産時代には、質は

高いが均質の個性のない人材が求められましたが、こ

れからの世界では、尖
とんが

った個性的な人材が求められま

す。言い換えれば、イノベーションを起こすアントレプレ

ナーシップ（起業家マインド）を持った人材です。起業を

する、しないにかかわらず、新たな試みに挑戦する人材

が求められます。新しい試みへの挑戦は失敗する可能

性も大きいですが、あえて、失敗のリスクを受け入れて

挑戦するマインドが重要だと考えます。また、失敗して

も立ち上がるタフネスも必要になります。若い皆さんに

は、失敗してもやり直すチャンスが無限にあります。一

度しかない人生です。ぜひ、自分の心に従って自分の

夢や志に挑戦してほしいと思います。

失敗を恐れないチャレンジ精神を
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全ての起業のキーワードは、
「役立つ（for Service）」
であり、起業のアイデアか
ら実行までにおいて、目的
を達成するために起業家
は「研鑽（Mastery）」しま
す。したがって、関西学院に
おける起業家は関西学院の
スクールモットー“Mastery 
for Service”の体現者であ
ると捉えることができます。

人生100年時代といわれる現代、大学卒業から定年まで勤め上げる終身雇用は終わりを迎え、
転職や就職後の学び直しが当たり前になりつつあります。同様に、今後、人生における選択肢の
一つとなり得るのが「起業」です。関西学院大学における多様な学びや実践の場の紹介、在学中
の起業家（アントレプレナー）や起業関連講座受講生のインタビューなどを通して、大学時代に
起業について学ぶ意義や起業家精神（アントレプレナーシップ）を身に付ける重要性を探ります。

特集
世界市民を育む、
学びがある。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

【 entrepreneurship 

】 「
起
業
家
精
神
」を
表

す
言
葉
で
、そ
の
素
質
と
し
て「
新
た
な
価
値
創
造
」、

「
組
織
運
営
」、「
リ
ス
ク
テ
イ
ク（
自
己
研
鑽
・
意

欲
）」の
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。「
新
た
な
価
値
創
造
」と
は
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
姿
勢
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
力
な
ど
、

「
組
織
運
営
」と
は
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
推
進
力
、周

り
の
人
を
巻
き
込
ん
で
人
間
関
係
を
構
築
し
広
げ

る
力
な
ど
、そ
し
て
、「
リ
ス
ク
テ
イ
ク（
自
己
研
鑽・意

欲
）」と
は
、失
敗
を
恐
れ
な
い
姿
勢
や
情
熱
、自
己
に

対
す
る
競
争
心
や
目
標
達
成
への
意
欲
な
ど
を
表
す
。

社会連携コーディネーター

木本 圭一・国際学部教授
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小
学
生
で
抱
い
た
起
業
の
夢

高
校
3
年
生
で
実
現

　

2
月
中
旬
、長
安
さ
ん
の
姿
は
大
阪

駅
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。人
の
波
か
ら
頭

一
つ
抜
け
出
す
長
身
を
生
か
し
、関
西
学

院
高
等
部
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
と
し
て
活
躍
。そ
の
部
活
動
の

帰
り
道
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
た
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
映
像
に
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
れ
ば
、き
つ
い
、

汚
い
、危
険
と
い
わ
れ
る
3
K
の
仕
事
が

な
く
な
り
、人
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕

事
に
移
行
す
る
こ
と
で
人
間
と
し
て
の

価
値
が
よ
り
高
ま
る
。ロ
ボ
ッ
ト
を
仲
介

役
に
人
と
人
の
関
係
も
円
滑
に
な
る
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

高
校
1
年
生
の
6
月
の
こ
と
。人
と

ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
未
来
を
想
像
し
て

ワ
ク
ワ
ク
し
た
と
い
い
ま
す
。小
学
生
の

頃
に
孫
正
義
氏
に
憧
れ
、お
ぼ
ろ
げ
に
抱

い
て
い
た
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
へ
の
夢
が
、は
っ
き

り
と
焦
点
を
結
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。

　

時
間
を
見
つ
け
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
経
営

の
知
識
を
深
め
、部
活
動
引
退
後
の

2
0
1
7
年
2
月
に
会
社
を
設
立
し
ま

し
た
。依
頼
者
の
希
望
を
聞
い
て
提
案

し
、そ
の
内
容
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
伝
え
、検

証
過
程
を
経
て
納
品
ま
で
。ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
開
発
以
外
は
全
て
自
身
が
担
当
し

ま
す
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
に
は
、理
系
の
人

間
が
多
い
分
野
に
こ
そ
、文
系
が
入
り
込

む
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

人
材
が
不
足
す
る
介
護
施
設
に

夜
間
見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト

　

設
立
か
ら
約
1
年
後
、ロ
ボ
ッ
ト
を
自

律
走
行
さ
せ
る
技
術
を
日
本
で
初
め
て

開
発
す
る
と
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
営
業

パ
ー
ト
ナ
ー
に
。仕
事
が
一
気
に
広
が
り

ま
し
た
。

　

同
時
期
、2
年
間

の
休
学
届
を
提
出
。そ
の
決
断
に
迷
い
は

な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
学
生
で
起
業

し
、失
敗
し
た
と
し
て
も
リ
ス
ク
は
あ
り

ま
せ
ん
。む
し
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
る
く
ら
い
で
、挑
戦
し
な
い
方

が
リ
ス
ク
で
す
」

　

描
く
未
来
図
に
向
け
、ま
ず
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
の
が
人
手
不
足
に
悩
む
介
護
業

界
で
す
。ニ
ー
ズ
を
探
る
た
め
に
2
週
間
、

複
数
の
介
護
施
設
で

観
察
を
続
け
た
と
こ
ろ
、

最
も
長
時
間
の
業
務

で
、各
施
設
が
共
通
し

て
行
っ
て
い
た
の
が
夜

間
の
見
守
り
で
し
た
。

東
京
と
大
阪
を
月
に
半
々
で
行
き
来
し
、さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

求
め
て
海
外
へ
。ロ
ボ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発
す
るX

-m
ov 

Japan

株
式
会
社
社
長
、長
安
成
暉
さ
ん
は
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
一
つ
で
各
地
を
軽

や
か
に
飛
び
回
り
ま
す
。関
西
学
院
大
学
商
学
部
に
籍
を
置
き
な
が
ら
2
年
間
を

事
業
に
専
念
し
、今
春
、復
学
。人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

す
挑
戦
は
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
側
と
使
う
側
を
つ
な
ぎ

課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

大阪の家電量販店の
ロボットコーナーを

プロデュース

特定の住居を持たない
アドレスホッパーです

介護施設で
夜間見守りロボットの

実証実験を実施

開発中の様子

2019年9月、2人
目のアドバイザーと
して委嘱されました。

X-mov Japan株式会社
代表取締役社長／CEO

長
なが

安
やす

 成
なり

暉
き

さん

（商学部4年生）
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

そ
こ
で
、夜
間
見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
の
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
開
発
。ア
プ
リ
を
入
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
や
廊
下
に
設

置
す
れ
ば
、徘は

い

徊か
い

者
を
検
知
し
て
通
知

を
送
り
ま
す
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
は
汎
用
性
が
高
い
の
で
、幅

広
い
業
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

強
み
。そ
こ
で
見
つ
け
た
課
題
に
対
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
げ
ま
す
」

　

2
0
1
8
年
春
に
完
成
す
る
と
40
件

の
申
し
込
み
が
殺
到
し
、今
も
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

柔
軟
な
思
考
力
を
養
う

人
材
の
育
成
事
業
に
も
着
手

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
側
と
使
う
側
を
つ
な

ぎ
、ニ
ー
ズ
や
課
題
解
決
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
へ
。業
務
内
容
は
徐
々
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
一
例
が
、日
本

血
液
学
会
か
ら
依
頼
さ
れ
た「
ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
て
未
来
感
を
出
し
た
学
会
」

の
開
催
で
す
。多
言
語
で
の
会
場
案
内

や
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
、多
数
の
メ
ー
カ
ー

の
製
品
を
集
め
た
展
示
な
ど
で
希
望
に

応
え
ま
し
た
。

　

ま
た
世
界
で
は
、各
国
の
事
情
や
現

状
に
よ
り
異
な
る
特
性
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、国
を

超
え
た
解
決
の
道
を
探
り
ま
す
。す
で

に
米
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
物
流
現
場
に
、中

国
の
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
を
飲
食
業
界
に
導

入
し
て
国
内
の
人
材
不
足
に
対
応
。「
数

十
年
後
、高
齢
社
会
を
迎
え
た
中
国
で

は
日
本
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
は

ず
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、社
会
や
世
界
を

変
え
る
よ
う
な
大
き
な
や
り
が
い
を
求

め
て
動
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

一
方
で
、ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
し
た
後
の
社

会
も
見
据
え
ま
す
。「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

仕
事
に
必
要
な
、柔
軟
な
考
え
方
が
で
き

る
人
を
育
て
る
教
育
が
大
切
」と
、4
月

に
は
、ロ
ボ
ッ
ト
、3
D
プ
リ
ン
タ
ー
、ド
ロ
ー

ン
を
セ
ッ
ト
に
し
た
学
童
保
育
向
け
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

	

＊　
　
　
　

＊

　
「
起
業
で
大
切
な
の
は
志
と
軸
。僕

の
場
合
は
、高
校
時
代
に
描
い
た
未
来

を
実
現
す
る
た
め
に
、ロ
ボ
ッ
ト
分
野
か

ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
」

と
ぶ
れ
な
い
長
安
さ
ん
。数
々
の
重
責

を
背
負
っ
た
ま
ま
始
ま
る
2
年
ぶ
り
の

学
生
生
活
に
も
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
学
業
、

ど
ち
ら
も
や
る
こ
と
で
見
え
る
世
界
が

あ
る
は
ず
」と
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
臨

み
ま
す
。

関学ジャーナルの取材があった1週間のスケジュール
2月16日

日曜日
2月17日

月曜日
2月18日

火曜日
2月19日

水曜日
2月20日

木曜日
2月21日

金曜日
2月22日

土曜日

08:00

【移動】飛行機
伊丹-仙台

08:30

09:00

09:30

10:00
【情報交換】@神戸
with ロボット工学専攻の院生
農業ロボットについて

10:30

【打ち合わせ】@東京
ロボット活用レクチャー11:00 【資料作成】

打ち合わせ資料作成11:30
スポーツジム @神戸

12:00

【教材制作】@西宮
with プログラミング教材制作
チーム 4人
手順動画の撮影、教材開発

12:30

【移動】飛行機
羽田-伊丹

13:00
美容室 @神戸

【視察】@宮城
気仙沼、南三陸、石巻

13:30

【移動】電車
東京-横浜

【打ち合わせ】@品川
ロボットメーカーとプログラミン
グ教材制作に関する打ち合
わせ

14:00

14:30

【移動】電車
神戸-播州赤穂

15:00

【打ち合わせ】@横浜
商社社長と新規取扱ロボット
についての動作確認、料金
交渉、商流についてディスカッ
ション

【視察】@大阪
スタートアップ系イベントに顔出し

15:30

【事務作業】
経理、各種予約、申請書類
etc..

16:00

【取材】@大阪
KGジャーナルの取材16:30

17:00

【打ち合わせ】@赤穂市役所
市政特別アドバイザーの関係17:30

18:00

【資料作成】
ロボットシステム開発案件の
仕様書、見積書作成

18:30

【ディナー】@新宿
ドイツでサッカー選手をしてい
る同級生と情報交換

【事務作業】
メール。経理、各種予約、申請
書類etc..

19:00
【オンラインMTG】
with エンジニア
開発中アプリについて

19:30

【ディナー】@気仙沼
現地でゲストハウスを経営して
いる方と、地元の方々、ゲスト
ハウスに宿泊される遠方から
の観光客と意見交換

20:00 【オンラインMTG】
with エンジニア 2人
介護向けアプリの次期アップ
デート内容協議 読書 ディナー

20:30

21:00
【オンラインMTG】
with エンジニア
自社HP改修の詳細打ち合わせ

学生時代の

リスクは挑戦

しないこと

関西学院大学で、
文系学生を対象に

プログラミング講座を開催

空白の時間は主にメール
やチャットでやり取り。電
話はほとんど使いません。

オンラインで秘書業務を代行するサービスを
活用。時間短縮と業務効率化を図っています。

赤穂市の出身。実
家には年に数回、
衣替えに帰ります。
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関
西
学
院
は
、学
院
創
立
1
5
0
周
年
に
あ
た
る
2
0
3
9
年
を
見
据
え

た
将
来
構
想「K

w
ansei G

rand C
hallenge 2

0
3
9

」

を
2
0
1
8
年
3
月
に
策
定
。卒
業
生
が「
真
に
豊
か
な
人
生
」を
送
る
た
め

に「
質
の
高
い
就
労
」を
最
上
位
目
標
に
掲
げ
、そ
の
実
施
計
画
の
一
つ
と
し
て

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
養
成
の
た
め
の
各
種
施
策
の
実
施
」を
設
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、2
0
3
9
年
ま
で
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
自
ら

事
業
を
起
こ
し
株
式
を
公
開（
I
P
O
）す
る
出
身
者
を
1
0
0
人
輩
出
す
る

こ
と
を
目
指
す「
I
P
O
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
1
0
0
人
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
2
0
1
6
年
に
ス
タ
ー
ト
。株
式
会
社
ウ
ィ
ル
フ
と
連
携
し
て
開
講
し
て
い
る

「K
w
ansei G

akuin S
T
A
R
T
U
P

 A
C
A
D
E
M
Y

」な
ど
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
の
た
め
の
環
境
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
彩
に
整
え
、研
究
推
進

社
会
連
携
機
構「
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
」が
中
心
と
な
っ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

起
業
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

～
関
西
学
院
大
学
に
お
け
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
～

卒業後に取り組む事業プランの作成

1.5カ月！

STEP1

STEP 2

STEP 3

STEP4

第4クール

自己棚卸し
アイデア出し

事業プランプレゼン

講師や受講生から
フィードバック

最終プレゼン

「踏み出せば、起業できる」
状態が実現卒業

プログラムの詳細はこちら→ Kwansei Gakuin STARTUP ACADEMYについて
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特集 世界市民を育む、
学びがある。 起業経験を積み、経営スキルを体得する特別講座

　起業に必要な知識やスキル、資質や実践力を身に付けること
を目的とした6カ月間のプログラム。机上での学習だけでなく、
実際に事業を運営する「学習×実践」により「本物の起業体験」
を積んでいきます。
　約1.5カ月間を1クールとする4クールに分けられ、毎週1回の
講義を受けます。第3クールまでの各クールでは、受講生自身が

社長となり事業プランを考え、アントレプレナーなどからフィード
バックを受けることでプランを磨き上げ、その後、実際に利益を
上げることを目標に起業します。第4クールでは、卒業後に自ら
が取り組みたい事業プランを作成し、講師や受講生からのフィー
ドバックを経て最終プレゼンを行います。卒業後、「踏み出せば、
起業できる」状態を実現させて修了となります。

▶生き抜く力を身に付けたい！
▶ビジネススキルを身に付けたい！
▶�自分が起業に向いているか確認したい！
▶将来、アントレプレナーになりたい！ など

こんな人にお薦め！
　「起業なんて、就職するから関係ない」と思っている人はいないです
か?昨今の急速な技術革新をてこにして、新たなビジネス・サービスが多
くの産業に起きています。今や、どの企業も新たなビジネスの種を見つけ、
どう育てるかということに真剣に取り組んでいます。「アントレプレナー
養成」がテーマですが、「どのような企業に勤めたとしても必要とされる
新たなビジネスへのセンスを磨く」のが本講座の目標です。そのセンスは、
会社を起こそうとしている人はもちろん、就職する人にも必要なのです。
　講座では、ビジネススキルに関する座学だけではなく、受講者が起業
を実践し、それに対して評価が行われます。学んだ知識を、実践で試して、
評価を受け、さらにブラッシュアップしていきます。カリキュラムはタイト
ですが、生きた知識と実践力が身に付きます。

STEP1

STEP  4 STEP  3

STEP  5 STEP  2

第1クールから第3クールまで

経営スキル学習
「起業」に必要な経営スキルを
ケーススタディ形式で学習

実施する事業プランを作成

プランに基づいて事業を実施

事業プラン作成

事業実施 アントレプレナーなどから
フィードバック

利益ランキング発表・
振り返り

作成したプランに対して、
アントレプレナーなどから
フィードバックをもらい、さらに磨き込む

事業運営終了後、利益ランキングを
発表。今回の事業の反省点、
次に生かせる点などの振り返り

第1クールから第3クールま
でに立ち上げる事業は「イン
ターネット事業」「対面販売事
業」「社会課題解決事業」とそ
れぞれ異なります。多様なビ
ジネスの立ち上げと運営を経
験することで、卒業後の事業
の成功確率を高めていきます。

ポイント

1.5カ月（STEP1からSTEP5まで）×3クール＝4.5カ月！

経営スキル学習・起業体験

社会連携コーディネーター

木本 圭一・国際学部教授

KG JOURNAL6



株式会社
ライズアース
ホームページ

↓ 

受講中の2017年12月に株式会社ライズアースを起業
し、ライブ配信やSNSを活用したタレント育成・マネジメント
を行うプロダクションを運営。「タレントとして活躍するには
長期間のレッスンが必要」という従来の概念を覆し、「タレ
ントの卵」と呼ばれる段階からファン獲得とタレント自身の
収益化を実現させ、現在は約300人のタレントを管轄する。
大学などでの講演やメンターとしての学生起業支援も行う。

株式会社リクルートキャリアで中途求人広告媒体の営業を担当。関西
の中小企業の社長、役員、採用担当者に向けて、広告媒体を通じた採
用活動の提案を行っている。企業の事業計画から逆算して採用ターゲッ
トを明確化し、求職者の心を動かすような企業の魅力を伝える原稿をど
のように作成するか試行錯誤する日々。

大嶋 さちさん
（総合政策学部2年生）

第3期修了生

株式会社ライズアース
代表取締役

北森 聖士さん
（商学部4年生）

第1期修了生

株式会社
リクルートキャリア
半井 翔汰さん

（2019年経済学部卒）

第1期修了生

起
業
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
り

こ
れ
か
ら
3
年
間
が
楽
し
み
に

高
い
志
を
持
つ
学
生
た
ち
と
共
に

起
業
に
つ
い
て
論
理
的
に
学
ぶ

顧
客
が
求
め
て
い
る
も
の
は
何
か

徹
底
的
に
考
え
る
よ
う
に

高
校
生
の
時
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
T

シ
ャ
ツ
作
り
に
挑
戦
し
、ブ

ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
な
ど
起
業
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。ST

A
R
T
U
P 

A
C
A
D
E
M
Y

を
受
講
し
た
の
は
1

年
生
の
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
。大
学
で

は
珍
し
い
内
容
だ
っ
た
の
で
、他
の
人

と
は
ち
ょっ
と
違
う
こ
と
を
し
た
く
て

一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

周
り
は
ほ
と
ん
ど
が
先
輩
で
、熱
い

気
持
ち
を
持
っ
て
何
か
に
打
ち
込
ん

で
い
る
人
た
ち
に
最
初
は
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
う
ち
思
い
を
ぶ
つ
け
合

え
る
環
境
が
居
心
地
よ
く
な
り
、積

極
的
に
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。部
活
動
を
し
て
い
な
い
私
に

も
先
輩
や
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

第
1
～
第
3
ク
ー
ル
は
、広
告
の

発
注
主
を
見
つ
け
、デ
ザ
イ
ン
を
芸
大
生

に
依
頼
し
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
仲
介
事

業
を
続
け
て
、利
益
も
出
し
ま
し
た
。そ

の
過
程
で
、私
は
自
ら
作
り
出
す
こ
と
が

し
た
か
っ
た
の
だ
と
改
め
て
気
付
き
、第
4

ク
ー
ル
は
、大
好
き
な
映
画
と
三
田
の
活
性

化
を
組
み
合
わ
せ
た「
三
田
市
×
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
シ
ネ
マ
」事
業
に
変
更
。三
田
駅
前

を
会
場
に
映
画
祭
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
を
行
う

大
規
模
な
も
の
で
、先
生
か
ら「
小
さ
く
て

も
い
い
か
ら
、一
つ
ず
つ
始
め
て
は
」と
意
見

を
頂
き
、ま
ず
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
映
画
祭

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

必
修
科
目
が
多
く
て
動
け
な
か
っ
た
分
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
企
画

書
や
契
約
書
な
ど
の
資
料
作
成
を
担
当
し
、

そ
れ
が
自
分
の
強
み
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、妥
協
す
る
こ
と
な
く
、や
り
た
い
と

思
う
こ
と
を
突
き
進
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を

し
っ
か
り
と
学
べ
、「
難
し
そ
う
」と
い
っ
た
起

業
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
な
考
え
方
が
払ふ
っ

拭し
ょ
く
さ

れ
ま
し
た
。私
に
も
で
き
る
の
だ
と
ハ
ー
ド
ル

が
低
く
な
り
、こ
れ
か
ら
の
3
年
間
、何
を

し
よ
う
か
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
3
年
生
の
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
立
ち
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、起
業
に

つ
い
て
論
理
的
に
学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

S
TA
R
TU
P

 A
C
A
D
E
M
Y

で
学
ぶ
こ
と
で
事

業
の
成
功
確
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、

受
講
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
自
分
の
勘
を
頼
り
に
起
業
し
て
き

ま
し
た
。講
座
を
通
し
て
事
業
を
構
造
化・可
視

化
す
る
こ
と
で
、収
益
を
得
ら
れ
る
根
拠
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、自
分
が
次
に
取
る
べ
き
行
動
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。資
料
作
成
や
人
前
で
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
経
験
も
大
き
な
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
し
た
。起
業
し
た
い
と
思
う
学
生
に
は
当

然
で
す
が
、行
動
を
起
こ
し
た
い
け
れ
ど
何
を
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
、社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
活

躍
し
た
い
と
思
う
学
生
に
も
お
薦
め
の
講
座
で
す
。

そ
の
後
の
事
業
を
見
る
視
点
が
変
わ
り
ま
す
し
、

同
じ
よ
う
に
高
い
志
を
持
つ
学
生
と
出
会
い
、共
に

学
べ
る
経
験
は
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

弊
社
は「LIV

E

 W
H
A
T Y
O
U

 W
A
N
T

」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、「
自
分
の
可
能
性
を
最

大
限
広
げ
ら
れ
る
社
会
の
創
出
」を
目
指
し
て
い

ま
す
。タ
レ
ン
ト
だ
け
で
な
く
弊
社
に
関
わ
っ
て
く

れ
る
全
て
の
人
が
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ

る
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

在
学
中
は「
将
来
は
起
業
し
た
い
」と
漠

然
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、何
か
ら
始
め

れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。そ
ん
な

時
にS

TA
R
TU
P

 A
C
A
D
E
M
Y

開
講
を
知

り
、起
業
に
必
要
な
考
え
方
や
起
業
し
て
自
分
が

「
や
り
た
い
こ
と
」が
分
か
る
の
で
は
と
期
待
し

て
受
講
を
決
め
ま
し
た
。

　

講
座
で
学
ん
だ
こ
と
は
大
き
く
二
つ
。第
一
に
、

「
顧
客
の
悩
み
は
何
か
。そ
れ
は
既
存
の
手
段

で
解
決
で
き
な
い
の
か
」を
常
に
問
わ
れ
、「
顧

客
が
求
め
て
い
る
も
の
」を
徹
底
的
に
考
え
る

習
慣
が
身
に
付
き
ま
し
た
。ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
も
、こ
の
考
え
方
が
最
も
大
切
だ
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。次
に
、「
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
」

の
大
切
さ
で
す
。講
座
で
三
度
の
事
業
立
ち
上

げ
を
経
験
し
、一
定
の
分
析
を
基
に
仮
説
を
立

て
、ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、行
動
の
中
で
修
正

す
る
と
い
う
基
本
行
動
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

目
標
達
成
に
向
け
て
走
り
な
が
ら
軌
道
修
正
す

る
こ
の
力
は
、今
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
知
っ
て
い
る
こ
と
」と「
で
き
る
こ
と
」の
間

に
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
実
践
的

な
授
業
を
受
け
れ
ば
、自
分
が「
で
き
る
こ
と
」と

「
で
き
な
い
こ
と
」が
明
確
に
な
り
ま
す
。「
い
つ

か
起
業
し
た
い
」と
思
っ
て
い
る
方
に
こ
そ
、受
け

て
ほ
し
い
講
座
で
す
。

ここがよかった！

受講者の声
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

まだまだある！
起業がテーマの講座やイベント

アントレプレナー研究会
アントレプレナー育成を目的に、関西学院大学出身のI

※
PO社長やアントレプレナー教育を

担当する教員を中心として、東京丸の内キャンパスに設立されました。企画責任者は、村
田治学長と岡本泰彦ライク株式会社代表取締役社長兼グループCEO・関西学院大学フェ
ロー。

正課授業「ベンチャービジネス創成」
「Kwansei Gakuin STARTUP ACADEMY」入門フェーズに位置する講座。アントレプ
レナーシップ醸成を目的に関西学院大学出身IPO社長7人が非常勤講師として授業を行
い、生き方や発想・行動力、ビジネスモデルや競争優位性、組織運営やネットワーキングな
どについても学べます。国際学部専門科目ですが、全学部の学生が履修可能。

KGプログラミングアカデミー
3・4㌻に登場する長安成暉さん（商学部4年生）が、新規事業立ち上げを目指す文系学生
を対象に、昨年度初めて開いたプログラミング講座。昨年度はフィールドワークによる課題
発見、課題解決のためのビジネスプランの考案、プログラミングによるアイデアの具現化、
商品を導入してもらうための資料作りや提案方法の習得を目的に行われました。

Kwansei Gakuin PITCH CONTEST
「Kwansei Gakuin STARTUP ACADEMY」修了生やKGビジネスプランコンテスト
最優秀賞・優秀賞受賞者、H

※
ult Prize関西学院大学代表チームなどが関西学院大学出身

IPO社長の前で、自身の製品やサービス、アイデアなどを紹介する「ピッチ」を行うイベント。

※�世界的に注目を集める学生対象のビジネスコンテスト。テーマとして出された社会課題を解決するた
めの事業プランを立案する。

関西学院ベンチャー新月会
アントレプレナー研究会メンバーを中心に、同窓起業家間の交流や起業を志す者への支援
を通じて関西学院発アントレプレナーの育成に寄与すべく活動しています。会長はライク
株式会社の岡本泰彦社長。4月下旬から同窓会の公認団体として活動予定です。

※Initial Public Offeringの略で、日本語で「新規公開株式」や「新規上場株式」と表す。
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さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
現
在
の
取
り
組
み
な
ど
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。本
年
度
は
特
別
連
載
企
画
と
し
て
、オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
シ
ニ
ア・チ
ェ
ア
マ
ン
の
宮
内
義
彦
さ
ん
の
お
話
を
掲
載
し
ま
す
。第
1
回
は「
学
生
時
代

の
学
び
と
留
学
経
験
か
ら
得
た
も
の
」に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Yoshihiko Miyauchi

全
て
が
新
鮮
な
経
験

関
西
学
院
の
新
制
中
学
部
で

レ
ベ
ル
の
高
い
教
育

　

関
西
学
院
中
学
部
に
入
学
し
た
の

は
、第
二
次
世
界
大
戦
後
の
1
9
4
8

年
で
す
。前
年
の
学
制
改
革
の
実
施
に

よ
り
6
年
間
だ
っ
た
義
務
教
育
が
9
年

間
に
延
長
さ
れ
、い
わ
ゆ
る「
6
・
3
・

3
・
4
」の
教
育
が
始
ま
っ
た
頃
で
し
た
。

学
制
改
革
に
伴
い
、関
西
学
院
中
学
部

は
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
よ
う

な
、関
西
を
代
表
す
る
中
学
部
を
目
指

そ
う
と
矢
内
正
一・
中
学
部
長
の
も
と

新
制
中
学
部
教
育
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。阪
神
間
の
優
秀
な
生
徒
た
ち
が
集

ま
る
よ
う
に
な
り
、良
い
先
生
の
も
と

で
優
秀
な
同
級
生
た
ち
と
レ
ベ
ル
の
高

い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、全
て

が
新
鮮
な
経
験
で
し
た
。

　

戦
時
中
は
田
舎（
兵
庫
県
佐
用
町
）

に
疎
開
し
て
お
り
、神
戸
に
帰
る
に
も

帰
れ
な
い
の
で
、小
学
校
は
そ
の
ま
ま

疎
開
先
で
過
ご
し
ま
し
た
。成
績
は
常

に
上
位
の「
お
山
の
大
将
」で
し
た
が
、

中
学
部
に
入
る
と
、ビ
リ
か
ら
数
え
た

方
が
早
い
く
ら
い
で
し
た
。厳
し
い
学
校

で
し
た
の
で
、上
級
生
に
も
同
級
生
に

も
落
第
す
る
者
が
い
て
一
生
懸
命
勉
強

し
ま
し
た
。ま
た
、敗
戦
直
後
で
し
た
の

で
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

A
B
C
を
習
う
前
に
外
国
人
の
先
生

か
ら
英
会
話
を
学
ん
だ
と
い
う
強
烈
な

印
象
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
、

中
学
部
は
当
時
、傑
出
し
た
教
育
を
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

肺
結
核
を
患
い
休
学

何
も
で
き
な
い
状
況
で

「
読
書
」に
没
頭

　

高
校
、大
学
と
受
験
し
な
く
て
よ
い

と
い
う
余
裕
は
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

分
、「
何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
い
う

思
い
が
あ
り
、英
語
学
習
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。高
校
生
の
頃
か
ら

外
国
人
の
先
生
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し

た
し
、大
学
生
に
な
る
と
、大
学
の
授

業
に
加
え
て
神
戸
に
あ
る
パ
ル
モ
ア
学

院
で
英
語
を
学
び
ま
し
た
。中
学
部
の

頃
か
ら
所
属
し
て
い
た
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

も
面
白
か
っ
た
の
で
、英
語
も
グ
リ
ー
も

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。全
て

を
全
力
で
打
ち
込
む
に
は
時
間
が
足
り

ず
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
朝
か
ら
晩
ま
で

み
っ
ち
り
で
し
た
。厳
し
く
も
充
実
し

た
大
学
生
活
で
し
た
。

　

し
か
し
、無
理
が
た
た
っ
た
と
言
え
ば

か
っ
こ
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、2

年
生
の
冬
に
結
核
を
患
い
、半
年
間
の

自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
パ
ル
モ
ア
学
院
で
の

英
語
学
習
も
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

全
て
を
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
非
常
に
残
念
で
し
た
。療
養
中

宮内 義彦
1935年生まれ、神戸市出身。関西学院大学商学部卒業、ワシントン大学経営
学部大学院でMBA取得後、日綿実業（現在の双日）に就職。64年にオリエント・
リース（現オリックス）に入社。社長室長、取締役などを経て、80年に代表取締
役社長・グループCEOに就任。2014年代表執行役会長、グループCEOを退任
し、シニア・チェアマンに就任。

世
界
を
相
手
に
や
っ
て
い
く

覚
悟
が
あ
る
な
ら
ば
、

自
分
の
目
で
世
界
を
見
て
ほ
し
い
。

◉
2
0
2
0
年
度
特
別
連
載
企
画

次
代
を
担
う
あ
な
た
へ
。

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

シ
ニ
ア・チ
ェ
ア
マ
ン 

宮
内 

義
彦
さ
ん
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は
開
き
直
っ
て
、音
楽
を
聞
い
た
り
本

を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。あ
の
頃
の
読

書
量
は
か
な
り
の
も
の
で
し
た
。そ
れ

ま
で
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
作
家
の
長
い
小
説
な
ど
の
大

著
も
読
み
ま
し
た
。親
し
い
友
人
が
い
た

の
で
、講
義
ノ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
っ
て

病
床
で
勉
強
も
で
き
ま
し
た
。授
業
に

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、テ
ス
ト
で
は

ノ
ー
ト
を
貸
し
て
く
れ
た
友
人
よ
り
も

良
い
点
を
取
り
、成
績
も
良
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。お
か
げ
で
落
第
せ
ず
に
す

み
ま
し
た
。

　

結
核
を
患
っ
た
時
は
、さ
す
が
に「
ま

ず
い
な
」と
思
い
ま
し
た
が
、後
に
な
っ

て
み
れ
ば
、そ
の
半
年
あ
ま
り
が
自
分

の
興
味
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
、学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

「
何
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
」

と
い
う
の
は
考
え
方
に
よ
っ
て
は
面
白
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。起
き
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
し
ょ
う
が
な
い
。逆
境
と
思
え
る

よ
う
な
状
況
で
も
、自
分
に
で
き
る
こ

と
を
や
ろ
う
と
、そ
れ
が
当
時
は「
読

書
」だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、そ
れ
に
打
ち

込
も
う
と
い
う
思
い
で
い
ま
し
た
。

議
論
で
は

誰
よ
り
も
早
く
発
言

世
界
は
広
い
と
知
っ
た

留
学
経
験

　

関
西
学
院
大
学
卒
業
後
は
米
国
の

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
大
学
院
へ
経
営
学

を
学
び
に
行
き
ま
し
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
」と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
時
代

で
す
。当
時
は
、日
本
人
が
簡
単
に
留

学
で
き
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。基

本
的
に
は
、特
別
な
つ
な
が
り
が
あ
る

か
、政
府
の
派
遣
に
よ
っ
て
し
か
海
外
に

行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

戦
前
か
ら
海
外
商
社
に
勤
め
て
い
た
父

親
の
つ
な
が
り
で
幸
運
に
も
留
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

米
国
の
ク
ラ
ス
の
中
で
、私
は
最
も

若
く
、唯
一
の
ア
ジ
ア
出
身
の
留
学
生

で
し
た
。他
の
国
か
ら
の
留
学
生
は
1
、

2
名
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
他
の

多
く
は
朝
鮮
戦
争
か
ら
帰
っ
て
、政
府

か
ら
補
助
を
受
け
て
学
び
直
し
を
す
る

軍
人
や
、社
会
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
が

あ
る
人
た
ち
で
し
た
。今
の
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
の
様
子
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。米
国
の
生
活
も
知

ら
ず
、ビ
ジ
ネ
ス
経
験
も
な
い
私
に
と
っ

て
、授
業
で
議
論
さ
れ
る
内
容
は
よ
く

分
か
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
、議
論
が
進

ん
で
し
ま
う
と
英
語
か
日
本
語
か
と
い

う
こ
と
は
関
係
な
く
、意
見
を
述
べ
る

余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

黙
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
の
で
、

そ
う
い
う
場
面
で
は
誰
よ
り
も
早
く
発

言
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。発
言

す
れ
ば
1
点
、良
い
発
言
を
す
れ
ば
5

点
と
い
う
具
合
に
評
価
が
さ
れ
る
の
で
、

と
に
か
く
発
言
し
よ
う
と
。自
分
な
り

に
考
え
た
工
夫
で
し
た
。

　

留
学
で
得
た
も
の
は
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、何
よ
り「
世
界
は
広
い
」と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。最
近
で
は「
日

本
を
出
た
く
な
い
」と
言
う
若
い
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
き
ま
す
。現
在
の
世

界
の
人
口
は
約
75
億
人
で
す
が
、日
本

の
人
口
は
そ
の
う
ち
た
っ
た
の
1
億

2
5
0
0
万
人
程
度
で
す
。こ
れ
は
世

界
人
口
の
う
ち
、た
っ
た
の
1
・
7
％
程

度
で
す
。簡
単
に
言
え
ば
、1
・
7
％
の

世
界
だ
け
で
生
き
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。75
億
人
を
相
手
に
人
生
設

計
を
す
る
の
か
、1
億
人
強
の
中
で
人

生
設
計
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

大
学
で
学
ぶ
人
は
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。世
界
を
相
手
に
や
っ
て
い
く
覚

悟
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
日
本
を

出
て
、世
界
を
自
分
の
目
で
見
て
ほ
し

い
。地
球
な
ん
て
小
さ
い
も
の
で
、日
本

は
そ
の
ご
く
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
の

で
す
か
ら
。

一番下の列の左から６番目、眼鏡をかけているのが宮内さん

◉特別連載企画
次代を担うあなたへ。

（
次
回
は
、7
月
発
行
予
定
の
2
6
8
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

「
文
明
の
衝
突
」

国
同
士
の
対
立
を
、自
由
主
義
や
共
産
主
義

と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
で
は
な
く
、

地
域
特
有
の
文
明
の
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い

る
の
が
新
し
く
面
白
い
。文
明
と
い
う
区
切
り
で
世

界
を
見
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

サミュエル・ハンチントン
／集英社

　推薦図書　
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ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
生
活
改
善
の
た
め

ダ
ン
ス
を
通
じ
た
支
援
の
仕
組
み
の
確
立
を

　

2
0
1
9
年
11
月
、西
宮
市
で
ダ
ン

ス
イ
ベ
ン
ト「
マ
ジ
R
E
A
L
」を
開
催
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
元
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
の
ダ
ン
サ
ー
と
、ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を

習
う
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
踊
り
を
披

露
し
合
っ
た
。「
ダ
ン
ス
を
き
っ
か
け
に
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
生
活
を
脱
し
た

彼
ら
と
接
し
て
、現
状
を
知
っ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。ダ
ン
ス
で
心
を
通
わ
せ
る
様

子
を
見
て
、手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
」と

話
す
。

　

小
学
生
の
時
に
テ
レ
ビ
番
組
で
見
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
路
上
生
活
を
送
る
子
ど

も
の
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
。「
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」と
高
校
生
で
マ

レ
ー
シ
ア
の
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
途
上
国
を
支
援

す
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
た
め
、大
学
は
社

会
起
業
学
科
を
選
択
。3
年
生
の
夏
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
支
援
団
体
を
訪

れ
た
が
、そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の

は
医
療
や
教
育
な
ど
の
専
門
的
な
ス
キ

ル
を
持
つ
人
。「
私
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

帰
国
後
、一
般
企
業
で
働
き
な
が
ら

模
索
す
る
う
ち
、大
学
時
代
に
本
格
的

に
始
め
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
プ
ロ
と

な
っ
て
支
援
活
動
に
関
わ
る
こ
と
を
決

意
。ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
代
表
に
就
き
経

営
が
軌
道
に
乗
っ
た
頃
、ス
ト
リ
ー
ト
チ

ル
ド
レ
ン
に
ダ
ン
ス
を
教
え
つ
つ
、そ
れ

ぞ
れ
の
子
ど
も
に
必
要
な
教
育
や
医

療
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
現
地

の
グ
ル
ー
プ
を
知
っ
た
。事
業
と
し
て
の

可
能
性
を
感
じ
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、

手
始
め
に
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。

「
今
後
も
交
流
を
続
け
現
地
の
活
動

を
周
知
し
、支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
。さ

ら
に
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
世
界
の
ど
こ
か
ら

で
も
援
助
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
」と
先
を
見
据
え
る
。

勉学に、スポーツに、趣味に─。
さまざまな分野で一生懸命に頑張るKGピープル。

きらきらと輝く横顔を紹介する。 ひ ひと と人

イベント「マジREAL」で、ダンススタジオの生徒と保護者（写真右側）とフィリピンのダ
ンサーがトークディスカッション

01
Naoka Kita

北 尚果さん
2014年人間福祉学部卒
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か
る
た
遊
び
で
S
D
G
s
を
身
近
に

地
球
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
す

　

よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目

標「
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」。湊
秋
作
・
教
育
学
部
教
授
の
ゼ
ミ

で
環
境
教
育
を
学
ぶ
学
生
18
人
が
、「
自

分
た
ち
も
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
」と
い
う

S
D
G
s
の
考
え
方
を
次
世
代
に
伝
え

る
た
め
、誰
も
が
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を

深
め
ら
れ
る「
S
D
G
s
か
る
た
」作
り

に
挑
戦
。約
10
カ
月
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

　

絵
札
、読
み
札
、解
説
集
で
構
成
さ
れ
、

読
み
札
に
は
S
D
G
s
の
17
項
目
あ
る

目
標
に
関
連
す
る
文
章
と
短
い
解
説
。絵

札
は
そ
れ
を
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
。「
か

る
た
遊
び
を
通
し
て
S
D
G
s
を
身
近

に
捉
え
、具
体
的
な
行
動
に
結
び
付
け
て

も
ら
え
れ
ば
」と
檜
垣
さ
ん
。学
校
の
授

業
や
企
業
の
研
修
な
ど
に
も
活
用
で
き

る
よ
う
、各
札
に
関
連
す
る
実
際
の
事
例

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
詳
し
い
解
説
集
も

付
け
た
。

　
「
な 

流
し
っ
ぱ
な
し
は
良
く
な
い
は
な

し
」「
ひ 

ピ
ン
ク
は
誰
の
色
?
自
由
に
自

分
の
好
き
な
色
を
選
び
ま
す
」な
ど
、全

44
枚
の
読
み
札
の
文
章
は
ゼ
ミ
生
一
人

ひ
と
り
が
考
案
し
た
中
か
ら
分
か
り
や
す

い
表
現
や
耳
に
残
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
こ
だ

わ
っ
て
選
ん
だ
。解
説
集
は
S
D
G
s
・
生

物
多
様
性
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
な

ど
専
門
家
・
企
業
人
の
監
修
を
得
て
先

進
性
、正
確
性
、教
材
性
を
高
め
た
。イ

ラ
ス
ト
は
湊
教
授
の
知
人
で
あ
る
プ
ロ
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
依
頼
。「
周
囲
を
巻

き
込
む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
S
D
G
s

の
根
幹
と
な
る
考
え
方
で
す
。他
に
も
動

物
園
や
企
業
の
人
な
ど
、大
人
の
方
の
力

も
借
り
て
活
動
を
豊
か
に
で
き
た
こ
と
は

成
果
の
一
つ
」と
大
長
さ
ん
は
話
す
。

　

現
在
、S
N
S
を
活
用
し
、関
西
学

院
同
窓
会
な
ど
の
応
援
も
得
な
が
ら
普

及
を
進
め
る
。学
部
の
後
輩
と
協
力
し

小
学
校
低
学
年
や
幼
児
に
向
け
た
改
訂

版
の
作
成
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

かるたの絵札と読み札。「制作にご協力いただいたSDGs・生物多様性研究セン
ター客員研究員の石原博さんが2月に急逝されました。石原さんの遺志を継ぎ、かる
たの普及に努めます」とゼミのメンバー

02
Yoshiki Higaki

檜垣 圭輝さん
（湊秋作ゼミ〈SDGsかるた・クラウドファンディング班長〉）
教育学部4年生

Gen Daicho

大長 源さん
（同〈ゼミ長〉）
教育学部4年生

※4月15日（水）まで印刷・発送資金をクラウドファンディングで募集中。関西学院大学 SDGsかるた や　　　　　から応援できます。1口1,000円から支援が可能で、1口4,000円以上の支援でかるたを送付します。
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Research & Research

紛争後の社会における

国際機構、刑事裁判所の

機能を検証する

KG JOURNAL 13



国
家
間
条
約
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
国
際
機
構
に
つ
い
て
、

法
的
な
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
ま
す
。誕
生
し
て
75
年
に
な
る
国

連
を
は
じ
め
、国
家
間
の
ル
ー
ル
に
よ

り
つ
く
ら
れ
た
組
織
が
、活
動
を
続

け
る
う
ち
に
機
能
を
発
展
さ
せ
な
が

ら
当
初
の
役
割
か
ら
ど
の
よ
う
に
変

化
し
、逆
に
国
家
の
ル
ー
ル
に
ど
う
影

響
を
与
え
て
い
く
の
か
に
着
目
し
て

い
ま
す
。

　

10
年
来
続
け
て
い
る
研
究
が
、国

際
社
会
に
お
け
る
移
行
期
正
義
、

“transitional justice”

で
す
。抑

圧
的
な
政
権
や
紛
争
後
の
社
会
が

民
主
的
な
社
会
に
移
行
す
る
時
期

に
お
い
て
、過
去
の
人
権
侵
害
な
ど

を
清
算
す
る
際
に
い
か
に
正
義
を
追

及
し
て
い
る
の
か
。国
際
的
な
刑
事

裁
判
所
や
真※

実
委
員
会
で
の
実
態

か
ら
、そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
な
機
能

が
あ
り
、本
当
に
正
義
を
追
及
で
き

た
の
か
ど
う
か
、問
題
点
は
何
か
な

ど
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
対
象
の
国
際
刑
事
裁
判
所

（
I
C
C
）は
、戦
争
犯
罪
や
人
道

的
な
犯
罪
な
ど
重
大
犯
罪
を
行
っ

た
個
人
を
国
際
法
に
基
づ
い
て
訴

追
・
処
罰
す
る
恒
久
的
な
組
織
で
、

2
0
0
2
年
に
オ
ラ
ン
ダ・ハ
ー
グ
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。日
本
も
加
盟
し

て
お
り
、日
本
人
の
裁
判
官
も
い
ま

す
。I
C
C
に
私
が
興
味
を
抱
い
た

の
は
、公
判
へ
の
被
害
者
の
参
加
や

賠
償
の
権
利
の
確
立
な
ど
、よ
り
被

害
者
に
着
目
し
て
い
る
点
で
す
。処

罰
に
主
眼
を
置
い
て
き
た
従
来
の
裁

判
所
と
異
な
り
、I
C
C
は
被
害
者

へ
の
賠
償
を
命
じ
ま
す
。こ
れ
は
、裁

判
所
の
新
し
い
機
能
で
あ
り
、平
和

構
築
の
一
環
を
裁
判
所
が
担
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、国
際
社
会
が
個
人

の
犯
罪
行
為
を
裁
く
こ
と
は
、一

世
紀
前
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。国
際
社
会
は
主
権
国
家
体
制
で

あ
り
、違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合

は
、国
の
責
任
が
主
に
問
わ
れ
て
き

た
か
ら
で
す
。そ
れ
が
、著
し
い
人
権

侵
害
行
為
に
関
し
て
は
、国
の
責
任

よ
り
も
む
し
ろ
個
人
に
対
し
て
処
罰

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。社
会
の
進
展
、変
化

を
感
じ
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
は
同
時

に
、国
の
指
導
者
が
行
っ
た
犯
罪
行

為
に
つ
い
て
個
人
を
裁
く
こ
と
が
正

し
い
の
か
、と
い
う
議
論
も
生
ん
で
お

り
、難
し
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

他
の
研
究
と
し
て
、2
0
1
6
年

に
国
連
総
会
で
宣
言
と
し
て
採
択

さ
れ
た「
平
和
へ
の
権
利
」に
関
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。国
連
で
は
多
数

の
宣
言
や
原
則
が
作
ら
れ
、そ
れ
ら

が
条
約
や
慣
習
国
際
法
と
し
て
成

立
す
る
か
ど
う
か
に
関
心
が
持
た
れ

て
い
ま
す
。「
平
和
へ
の
権
利
」も
そ

の
一
つ
で
す
が
、権
利
の
内
容
等
を

め
ぐ
っ
て
、国
際
法
上
の
権
利
と
し

て
認
め
よ
う
と
主
張
す
る
N
G
O

や
国
々
と
、反
対
す
る
先
進
国
等
の

間
で
政
治
的
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
和
に
つ
い
て
は
、人
間
の
直
感
と

し
て
、守
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
誰

も
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。た
だ
し
、権
利
と
し
て
主
張
で

き
る
の
か
。と
て
も
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
す
。

　

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
す
。作
ら
れ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、守
ら
れ
る
こ
と
も
重

要
で
す
し
、社
会
の
変
化
と
と
も
に

変
わ
る
こ
と
も
十
分
に
理
解
で
き
ま

す
。私
の
研
究
は
解
決
策
を
提
示
す

る
も
の
で
は
な
く
、論
じ
ら
れ
て
い
る

内
容
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
で

す
。客
観
的
に
物
事
を
提
示
し
、何

ら
か
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、国
際
法
や

国
際
人
権
に
関
す
る
学
び
を
通
じ
て

「
読
む
、書
く
、話
す
」と
い
う
言
語

能
力
を
伸
ば
し
、自
ら
の
考
え
を
き

ち
ん
と
ま
と
め
て
他
者
に
伝
え
る
能

力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。学
生
時
代
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、持
っ
て
い
る
能

力
を
よ
り
高
め
、自
身
を「
ブ
ラ
ン
ド

化
」し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第264代ローマ教皇の故ヨハネ・パウロ2
世の署名が入った絵はがきです。イギリス
に留学していた1990年代、バチカンと関
連のあるコロンビア人の友達に頂きました。
額に入れて飾り、ずっと大切にしています。

My rare item

故ヨハネ・パウロ2世の
署名入り絵はがき法学部  望月 康恵 教授

Profile Yasue Mochizuki
国際基督教大学教養学部卒業、同大学大学院行政
学研究科博士後期課程修了。博士（学術）。2004
年に関西学院大学法学部に着任。2007年から現職。
専門は国際機構論、国際法。

※真実委員会…人権または人道違反の侵害行為を調査する非司法の事実調査のための機関。被害者に着目し、真実を明らかにすることを主眼とする。
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北アメリカ大陸

い。私の場合、今までやってきたこと全て
が日本でのすてきな思い出になっています。
カポエイラでは、全ての動きを日本語で説
明できなくても、多くのジェスチャーを使うこ
とで表現することができました。

Q �関西学院大学でどんなことを 
学んできましたか。

たくさんのことを学んできました。教科書に
載っている場所でも実際に足を運ばない
と得られない知識があります。レストランで
日本語で注文したり、一人で買い物をした
り、ホストファミリーと暮らすことは、それま
での環境と全く違うものです。これは必ず
しもアカデミックなスキルとは限りませんが、
こうした経験が自分をしなやかな人間にし
てくれました。

Q �好きな日本語を教えてください。

「ざんねんですね」をよく使います。文句を
言っている人に対してなど、
さまざまな状況で使えます
し、曖昧な返答をし
ないといけない時に
も役立ちます。
私も文句をよく
言うので、「残
念ですね」と言
われます（笑）。

of gestures.

Q �What have you learned from your time 
at KGU so far?

I've learned a lot from just being in Japan 
and studying at KGU. Being in Nishinomiya 
and being able to travel, you can't trade the 
expertise you get from actually going to the 
places in the textbooks and ordering food 
at McDonald's. Having to shop for yourself, 
ordering from restaurants in a foreign language, 
adapting to life with a host family in a totally 
different environment, they aren't academic skills 
necessarily, but doing those things has made me 
more resilient as a person.

Q What's your favorite Japanese ex-
pression?

My favorite Japanese expression, or one I use 
often, is “zannen desu ne.” You can apply it 
to a lot of situations, people like to complain, 
so it's useful to have something noncommittal 
to say in response. A lot of people turn it back 
on me as well, since I like to complain, too 

（laughs）.

2
0
1
9
年
8
月
末
か
ら
12
月
初
旬

ま
で
の
約
3
カ
月
半
、寮
生
活
を
し

な
が
ら
英
語
や
現
地
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
彩

で
、支
援
も
手
厚
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、入
学

前
か
ら
留
学
す
る
こ
と
は
決
め
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
海
外
に
カ
ナ
ダ
を
選
ん
だ
の
は
、癖

が
な
く
美
し
い
発
音
と
い
わ
れ
る
英
語
を
身
に

付
け
た
か
っ
た
の
と
、多
文
化
共
生
の
国
で
学

ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

授
業
は
一
緒
に
行
っ
た
関
学
生
14
人
で
受

け
ま
し
た
。印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、一
人
一

人
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つい
て
英
語
で
20
分

間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
授
業
で
す
。私
の

課
題
は「
武
器
取
引
」と「
少
年
犯
罪
」。難
し

い
テ
ー
マ
を
英
語
で
調
べ
て
発
表
す
る
の
は
大

変
で
し
た
が
、た
だ
英
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

海
外
と
日
本
で
は
国
際
的
な
社
会
問
題
の
見

え
方
が
違
う
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
番
上
達
し
た
と
感
じ
る
の
は
リ
ス
ニ
ン
グ

の
ス
キ
ル
で
す
。寮
の
食
堂
や
ラ
ウ
ン
ジ
で
は

現
地
の
学
生
や
他
国
か
ら
の
留
学
生
に「
一
緒

に
食
べ
よ
う
」と
声
を
掛
け
る
な
ど
、積
極
的

に
交
流
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。初
め
は
全

く
聞
き
取
れ
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、最
後
の
1

週
間
は
一
人
で
ト
ロ
ン
ト
旅
行
を
楽
し
め
る
ほ

ど
に
。失
敗
を
恐
れ
ず
自
ら
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
ろ
う
と
す
る
積
極
性
も
、留
学
を
通
し

て
身
に
付
い
た
力
の
一
つ
で
す
。

　

英
語
は
使
わ
な
け
れ
ば
さ
び
付
い
て
し
ま
い

ま
す
。留
学
生
の
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る

な
ど
、在
学
中
に
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
、将
来
は
海
外
の
人
と
関
わ
る
仕
事
に
就
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1 卒業式での全体写真（後列左から4人目が南さん）　2 トロント旅行で　3 プリンスエドワード島への旅行で

Go Global!
中期留学（マウント・アリソン大学）

南 雄太さん（法学部3年生）　留学先 ▶カナダ

初
め
て
の
海
外
は
多
文
化
共
生
社
会

積
極
的
に
交
流
を
図
り
英
語
力
が
ア
ッ
プ

1

2

3
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ホストファミリーとの生活などさまざまな経験を通じて
しなやかな人間になれました。

Q �関西学院大学を選んだ理由は。

日本人学生と話す機会が大いにあると感
じたのと、日本語を話す練習になると思い
ました。今まで学んできた日本語を授業で
披露できるのは素晴らしいことですが、ホス

トファミリーや友人との会話、スーパーなど、
異国での生活の中で実際に使うことがで
きるのはそれ以上に楽しいです。学んだこ
とをすぐに生かせるのがうれしいです。

Q �どこに滞在していますか。

西宮北口駅の近くで
ホストファミリーと暮ら
しています。ホストファ
ミリーとの生活は何
よりも大 切で、今 回
の留学の一番のポイ
ントです。ホストファミ
リーは3人の子どもが
いるので、私の周りに
はいつもたくさんの人
がいて、話もできるし
助けてもくれます。頼
れる人がいることはい
いことですね。

Q �普段の生活はどのような感じですか。

1日に平均二つの授業があり、日本語の
授業から始まります。昼食はBIG PAPAで
ほぼ毎日「かけそば」を食べます。安くてお
いしくて、いくら食べても飽きません。昼食
の後はグローバルラウンジに行って日本語
の練習をするのですが、そのまま家に帰る
こともあります。冬はこたつが温かいので。
平日はこんな感じです。金曜日はカポエイ
ラサークルに参加して、週末は課題を終わ
らせたら京都や難波に遊びに行きます。

Q �関西学院大学で学ぼうと考えている 
留学生にアドバイスを。

冒険家であってください。ここにはたくさん
のチャンスがありますが、いつも分かりやす
いものではないからです。クラブや課外活
動に参加することが大切だと思います。ア
ンテナを高くして、積極的に行動してくださ

Q Why did you choose KGU?

I felt that at Kwansei Gakuin University I'd really 
get the opportunity to speak with other Japanese 
students and get a lot of practice in. It's great 
when you're in your Japanese class and you're 
able to show off what you've learned, but it's a 
lot more fun in a foreign country when you're 
actually using that Japanese in your everyday 
life, whether it's at the supermarket or with your 
host family or just with your friends. I like getting 
to use the new stuff I learn immediately.

Q Where are you living?

I live with a host family. I'm living near Nishi-
nomiya Kitaguchi, which means I'm a little bit far
… but I wouldn't trade it for the world, because 
it's definitely been the best part of my trip for 
me. The nice thing staying with a host family, my 
host family has three kids, so there's always lots 
of people to talk to and to get help from. It's just 
nice to have someone to rely on. 

Q What's your daily schedule?

I start my day off with Japanese classes. My av-

erage course load is about two classes a day, so 
I get lunch here at Big Papa. Pretty much every 
day I eat kakesoba. It's cheap and delicious, I 
can't get enough of it. After lunch, whenever 
possible I like to go to the Global Lounge to 
practice speaking Japanese, but sometimes 
I just go straight home because the kotatsu 
is really warm in winter. That's my everyday 
weekday, on Friday I go to capoeira, and on 
weekends, I go traveling to places like Kyoto or 
Namba after I've gotten all my homework done.

Q �What advice would you give to ex-
change students who are thinking 
about coming to KGU?

Be adventurous because there are a lot of 
opportunities here, but they're not always im-
mediately apparent. I think it's really important 
to try to join a club or do extracurricular activ-
ities. You have to keep an eye out and push 
yourself to do those things. Every single one 
I've done so far has become my new favorite 
memory of Japan. In capoeira, my Japanese 
isn't good enough to explain every kind of body 
motion, but you can get away with using a lot 

Daily schedule on class days

1日のスケジュール

7:45

8:45
9:00

12:30

13:30

15:00

20:00

22:00

24:00

21:00

Wake up, head right out the door／起床してすぐに出発
Arrive at KGU／キャンパス着

Relax, do homework, get ready for bed
リラックス、課題、寝る準備

Morning classes／朝の授業

Go home／帰宅

Have dinner／夕食

Lunch at BIG PAPA／BIG PAPAでランチ

Practice Japanese at the Global Lounge
グローバルラウンジで日本語の練習

Travel around off-campus or
hang around campus until capoeira （on Fridays）

キャンパス外へ出掛けるか
カポエイラサークルの時間までキャンパスで過ごす（金曜日）

My
favorite

KG
S

シュミット

CHMIDT T
タイソン

YSON K
ケネス

ENNETH さん

カルガリー大学（University of Calgary）
交換留学（Exchange Student）

カナダ（Canada）

日本人学生や留学生と食事
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 “Mastery for Service”
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若
者
が
敬
遠
す
る

地
縁
、血
縁
は
一
方
で

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
も

角
野　
戦
後
、過
疎
過
密
の
同
時
解

消
に
向
け
て
、国
土
計
画
レ
ベ
ル
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
総
合
開
発
計
画
や
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、大
き
な
ベ
ク
ト
ル
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
で
す
。今
の

時
代
、地
方
が
持
つ
課
題
は
何
で
、そ

れ
に
対
す
る
国
の
政
策
や
各
自
治
体

の
施
策
は
的
を
射
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。意
見
を
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
林　
政
策
的
に
ど
う
こ
う
す
る
の

は
難
し
く
、内
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
湧
き
起
こ
っ
て
こ
な
い
と
、地
域
に

と
ど
ま
り
活
動
す
る
と
い
う
選
択
は

し
に
く
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。ま

ず
、地
域
に
残
り
た
く
と
も
雇
用
の

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、若
年
世
代

は
地
方
な
ら
で
は
の
地
縁
、血
縁
に

縛
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
に
忌
避
感
が
あ

り
、一
度
は
離
れ
た
く
て
出
て
し
ま
う

と
、戻
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
ど
ん
ど

ん
都
会
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
。還
流
や

U※
※

J
I
タ
ー
ン
の
試
み
が
比
較
的
成

功
し
て
い
る
自
治
体
は
、古
く
か
ら
の

し
が
ら
み
を
極
力
感
じ
さ
せ
な
い
仕

組
み
を
意
識
的
に
持
と
う
と
し
て
い

ま
す
。有
名
な
例
が
徳
島
県
神
山
町

で
、若
年
層
が
新
し
い
取
り
組
み
を
す

る
一
つ
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

木
本　
私
自
身
、「
田
舎
」の
出
身
な

の
で
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、地
縁
、

血
縁
は
片
方
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

に
も
な
っ
て
い
て
、そ
れ
が
あ
る
か
ら

戻
れ
る
、地
元
を
出
な
く
て
も
や
っ
て

い
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た

だ
な
く
せ
ば
い
い
と
い
う
話
に
は
な
か

な
か
な
り
ま
せ
ん
。是
々
非
々
で
な
く

す
か
ど
う
か
の
議
論
を
す
る
と
、受
け

皿
が
壊
れ
て
し
ま
う
地
域
が
出
て
き

ま
す
。そ
の
あ
た
り
を
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
行
く
た

び
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

京都大学工学部卒業、同大学大学院
工学研究科を経て、大阪大学大学院
工学研究科博士後期課程修了。工学
博士。2006年から現職。2016〜19
年はハンズオン・ラーニングセンターセン
ター長兼務。専門は都市計画、都市デ
ザイン。

一橋大学社会学部卒業、大阪大学
大学院国際公共政策研究科修士課
程修了。株式会社野村総合研究所を
経て、2002年に関西学院大学経済
学部に着任。2009年から現職。専門
は産業構造論、地域産業論、中小企 
業論。

広島大学文学部卒業、同大学大学院
社会科学研究科博士後期課程修了。
博士（学術）。広島女学院大学学長補
佐などを経て、2016年から現職。専門
は地理学（森林経営、都市「近代化」
論）、主なフィールドはインド。

～
地
方
創
生
と
大
学
の
可
能
性
～T

A
L

K
 

D
E

E
P

イノベーションの鍵は若者！

毎号テーマを変え、関西学院大学での学びや取り組

み、研究成果などを座談会形式で紹介します。今回の

テーマは「地方創生と大学の可能性」。地方と都市部と

の生産性や経済面の格差がますます広がる中、地域の

課題解決に向けた大学の取り組みやイノベーションの

鍵を握るとされる若者の育成について話し合いました。

総合政策学部
角

かど

野
の

 幸
ゆき

博
ひろ

 教授

経済学部
小

こ

林
ばやし

 伸
のぶ

生
お

 教授

ハンズオン・
ラーニングセンター
木

き

本
もと

 浩
こう

一
いち

 教授

※1…UJIターン
労働者の移住の動きを表す「Uターン」「Jターン」

「Iターン」をまとめて称したもの。Uターン：地方から
都会に移住した人が再び故郷に移住すること。J
ターン：地方から都会に移住した人が、故郷に近い
地方都市に移住すること。Iターン：地方から都会に
移住した人が故郷とは違う地方に移住すること。
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地
方
に
飛
び
込
み

新
し
い
動
き
を
起
こ
す

地
域
お
こ
し
協
力
隊

角
野　
都
会
に
は
若
者
を
引
き
付
け

る
魅
力
が
あ
り
続
け
る
一
方
で
、地

方
に
は
い
っ
た
ん
都
会
の
空
気
を
吸
っ

た
若
者
が
戻
っ
て
い
け
る
受
け
皿
が
少

な
い
の
が
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
中
で
、通
勤
に
1
時
間

も
2
時
間
も
か
け
た
く
な
い
、仕
事
だ

け
で
な
く
趣
味
も
楽
し
み
た
い
と
い
っ

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
変
化

か
ら
、ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
も
い
い
か
な
、

ふ
る
さ
と
以
外
の
場
所
に
行
っ
て
み
よ

う
か
な
と
い
っ
た
小
さ
な
動
き
が
地
域

の
側
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
な
気
も

し
て
い
ま
す
。

小
林　
萌
芽
的
な
動
き
は
い
く
つ
か

あ
り
、そ
れ
を
担
っ
て
い
る
も
の
に
地※

※

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、大
都
市
部
の
比

較
的
高
学
歴
の
若
者
が
地
方
に
飛
び

込
み
、新
し
い
動
き
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。島
根
県
海あ

士ま

町ち
ょ
う

で
は
公
立
の
塾

を
作
り
、児
童
生
徒
の
学
力
を
担
保

し
つ
つ
、子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
も
プ
ラ
ス
に
働
か
せ
る
と
い
う

事
例
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、秋
田
県
五ご

城じ
ょ
う

目め

町ま
ち
は
、姉
妹
提
携
先
の
東
京
都

千
代
田
区
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

置
き
、町
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る

都
市
の
人
を
引
っ
張
っ
て
き
て
い
ま
す
。

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
活
用
し
た

イ※
※

ン
キ
ュベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
に
は
す

で
に
数
社
が
入
居
し
、新
し
い
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

Q※
※

O
L
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
浸
透

し
、集
積
が
で
き
始
め
て
い
る
事
例
は
、

い
く
つ
か
出
て
き
て
い
ま
す
。

木
本　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、定

量
的
に
捉
え
る
こ
と
、さ
ら
に
評
価
す

る
こ
と
が
す
ご
く
難
し
い
で
す
ね
。個

人
の
資
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の

で
、協
力
隊
の
機
能
が
明
確
に
な
れ

ば
何
か
が
起
き
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。島
根
県
で
い
え
ば
、私
は
30
年
ほ

ど
前
か
ら
石
見
銀
山
の
あ
る
地
域
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。地
元
の
人
た
ち
は

世
界
遺
産
登
録
に
慎
重
な
人
が
多
く
、

今
で
は
ブ
ー
ム
が
早
く
収
ま
っ
て
よ

か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。あ
あ
い
う
も

の
は
劇
薬
で
す
。体
力
が
な
い
所
に
投

入
さ
れ
る
と
、瞬
間
的
に
効
果
が
現
れ

て
も
、そ
れ
が
の
ち
の
ち
問
題
に
な
り

ま
す
。そ
う
い
う
感
覚
を
石
見
銀
山
の

人
た
ち
が
な
ぜ
持
っ
て
い
る
の
か
不
思

議
で
す
が
、そ
れ
が
あ
れ
ば
、多
少
癖

の
あ
る
協
力
隊
員
が
入
っ
て
も
ピ
ー
ス

と
し
て
う
ま
く
は
ま
り
ま
す
。受
け
皿

と
な
る
地
域
の
側
に
受
け
入
れ
る
力

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、受
け
入
れ
ら

れ
た
り
、受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
生

き
て
く
る
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
前
に

地
域
と
は
何
か
を

し
っ
か
り
と
知
る
こ
と

角
野　
私
た
ち
が
研
究
や
調
査
の
対

象
と
す
る
の
は
、人
口
が
数
千
、数
万

で
、隣
町
と
の
関
係
や
人
の
つ
な
が

り
が
分
か
り
や
す
く
、ち
ょ
っ
と
し
た

刺
激
が
劇
薬
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
小
さ
な
所
で
す
。そ
れ
は
そ
れ
で

興
味
深
い
の
で
す
が
、個
人
的
に
気
に

な
っ
て
い
る
の
は
中
核
都
市
、県
庁
所

在
地
の
レ
ベ
ル
で
す
。一
定
の
都
市・教

育・文
化
機
能
が
集
ま
り
、あ
る
程
度
、

後
背
圏
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
地
方

都
市
の
構
造
が
危
う
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

小
林　
今
、明
ら
か
に
活
力
が
あ
る
の

は
札
幌
、仙
台
、広
島
、福
岡
で
、経

済
原
理
で
言
う
と
高
次
都
市
機
能
の

利
用
可
能
性
と
人
の
住
み
や
す
さ
の

最
大
公
約
数
を
満
た
し
て
い
る
の
が
、

人
口
1
0
0
万
か
ら
2
0
0
万
人
の
、

こ
の
レ
ベ
ル
の
都
市
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。で
は
、そ
れ
以
下
の
レ
ベ
ル
の
都
市

が
、周
辺
の
過
疎
地
域
な
ど
の
住
民

に
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
を
提

供
す
る
拠
点
と
し
て
ど
う
や
っ
て
機

能
し
て
い
く
か
、こ
れ
が
次
の
課
題
と

し
て
は
重
要
で
す
。

角
野　
中
途
半
端
な
都
市
よ
り
も
、

私
た
ち
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対
象

と
し
て
い
る
人
口
数
千
、数
万
人
規
模

の
地
域
の
方
が
生
き
残
る
可
能
性
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
暮

ら
し
て
も
い
い
と
思
え
る
自
然
や
文

化
の
環
境
を
そ
れ
な
り
に
整
え
る
こ

と
が
で
き
、し
か
も
そ
れ
が
分
か
り
や

す
い
。国
土
の
構
造
そ
の
も
の
を
そ
う

い
う
観
点
で
見
て
い
く
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
が
地
域
に
入
る
場
合
、

歩
い
て
回
れ
る
エ
リ
ア
や
、地
域
の
課

題
が
あ
る
程
度
見
え
て
い
る
所
な
ど

勉
強
し
や
す
い
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。送
り
出
す
際
の
留
意
点
や
課
題

は
何
で
し
ょ
う
か
。

木
本　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
取
り
組

む
時
に
、地
域
と
は
何
か
を
し
っ
か

り
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て

お
か
な
い
と
、学
生
は「
過
疎
問
題
が

あ
り
ま
す
よ
ね
」な
ど
問
題
が
あ
ら

か
じ
め
実
在
す
る
か
の
よ
う
に
考
え

た
り
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
お
金
を

T A L K  D E E P ～地方創生と大学の可能性～  

※4…QOL
Quality of Lifeの略で「生
活の質」などと訳される。

※3…インキュベーションオフィス
起業や創業をするために活動する入
居者を支援する施設。

※2…地域おこし協力隊制度
2009年総務省が制度化。地方への人の流れをつくること
を目指し、地方自治体が、都市部の人材を過疎地域や離島
などの新たな担い手として受け入れ、地域力の充実・強化を
図る取り組み。「若者」「よそ者」「女性」の隊員たちが、新し
い感性や刺激を地域に持ち込み、全国各地で活躍中。
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取
っ
て
来
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
い

う
方
向
に
ず
る
ず
る
と
流
れ
て
し
ま

い
ま
す
。だ
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
前
に
、フ
ィ
ー
ル
ド
を「
み
る
」「
理

解
す
る
」こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。そ

れ
に
よ
っ
て
、ち
ゃ
ん
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
の
プ

ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
し
て
お
け
ば
、学
生

は
か
な
り
や
れ
る
し
大
き
な
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

　

私
は
地
理
学
が
専
門
な
の
で
、地

方
な
の
か
地
域
な
の
か
、表
現
が
気

に
な
り
ま
す
。地
方
と
い
う
言
い
方
は
、

あ
ま
り
に
へ
り
く
だ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

角
野　
そ
れ
は
と
て
も
重
要
で
す
。

兵
庫
県
で
は
地
域
創
生
と
言
い
、絶

対
に
地
方
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

木
本　
そ
こ
で
初
め
て
地
域
が
地
域

と
し
て
存
在
す
る
し
、先
ほ
ど
の
都
市

の
レ
ベ
ル
の
話
に
な
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

学
部
と
ハ
ン
ズ
オ
ン

狙
い
や
手
法
が
異
な
る

二
つ
の
取
り
組
み

角
野　
ハ※

※

ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
木
本
先
生
と
一
緒
に
体
験
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
思
う
の

は
、学
部
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
狙

い
や
手
法
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

前
者
は
主
に
1
、2
年
生
が
現
場
に

入
り
、自
分
で
課
題
を
発
見
し
て
い
く
。

そ
の
過
程
で
は
地
元
の
方
々
に
多
大

な
る
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
所
に
つ

な
ぎ
ま
す
。学
部
で
や
る
場
合
は
、多

少
は
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る

3
、4
年
生
な
の
で
、勉
強
目
的
と
は

い
え
、一
つ
で
も
二
つ
で
も
地
域
の
役

に
立
つ
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、地
元
の
側
か

ら
す
る
と
、そ
ん
な
違
い
が
分
か
る
は

ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

小
林　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

や
す
い
の
は
前
者
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。ま
だ
何
も
知
ら
な
い
学
生
が
地

域
に
入
っ
て
何
か
を
得
て
い
く
中
で
、

1
0
0
人
に
1
人
く
ら
い
は
す
ご
く
い

い
ア
イ
デ
ア
を
動
か
し
始
め
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
成
功
す

る
の
は「
千
三
つ
」と
言
わ
れ
ま
す
。そ

れ
く
ら
い
の
確
率
で
し
か
な
い
わ
け
で
、

素
人
が
入
っ
て
い
く
こ
と
に
意
味
が
あ

り
可
能
性
が
あ
る
。た
だ
60
点
、70
点

の
答
え
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、確
実

に
後
者
だ
と
思
い
ま
す
。

木
本　
ハ
ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、

あ
え
て
1
、2
年
生
中
心
に
し
て
い
ま

す
が
、実
際
に
は
3
、4
年
生
も
受
講

し
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
で
経
験
し
て
、卒

業
前
に
も
う
一
度
や
り
た
い
と
い
う

学
生
も
い
ま
す
。関
西
学
院
大
学
は

学
部
と
の
二
本
立
て
で
や
っ
て
い
ま
す

の
で
、ど
ち
ら
が
ど
う
で
は
な
く
、学

部
で
の
取
り
組
み
と
は
方
向
性
や
特

色
が
違
う
専
門
性
を
持
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
1
年
生
か
ら
準
備
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
が
ハ
ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ

だ
と
い
う
理
解
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

リ
テ
ラ
シ
ー
も
の
と
は
次
元
が
違
い

ま
す
し
、そ
う
い
う
自
負
を
持
っ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
林　
神
山
町
の
人
が
言
っ
て
い
た

の
は
、少
し
で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

き
る
た
め
の
要
諦
は「
能
動
的
放
置
」。

集
め
て
、か
き
混
ぜ
て
、放
置
す
る
こ

と
。そ
し
て
一
本
化
は
絶
対
に
せ
ず
、

続
け
ら
れ
る
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ

け
が
残
れ
ば
い
い
と
。荒
っ
ぽ
い
や
り
方

で
す
が
、ハ
ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
の

学
生
が
何
か
を
感
じ
取
る
中
で
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
面

白
が
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
地
域
だ
と
、

う
ま
く
い
く
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

毎
年
入
れ
替
わ
る
学
生

蓄
積
を
ど
う
や
っ
て

引
き
継
い
で
い
く
か

角
野　
も
う
一
つ
の
課
題
は
、学
生
は

毎
年
入
れ
替
わ
り
、地
域
は
地
域
と

し
て
ず
っ
と
在
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
側
か
ら
す
る
と
、1
年
目
は
と

に
か
く
学
生
が
町
を
歩
い
て
く
れ
る

だ
け
で
元
気
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
、だ
ん
だ
ん
と
要
求
水
準
は

上
が
り
ま
す
。で
も
、学
生
は
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
る
。ゼ
ミ
や
研
究
室
で
は
、先
輩

が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
引
き
継
げ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。ハ
ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン

グ
の
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

木
本　
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を

徹
底
的
に
文
字
に
起
こ
し
て
、ア
ー
カ

イ
ブ
で
蓄
積
し
て
い
ま
す
。4
年
間

で
2
0
0
ペ
ー
ジ
く
ら
い
に
な
り
ま

し
た
。次
の
履
修
生
は
、そ
れ
を
必
ず

読
ん
で
か
ら
現
地
に
行
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。バ
ト
ン
を
き
ち
ん
と
渡
し

※5…ハンズオン・ラーニングセンター
「キャンパスを出て、社会に学ぶ」をキーコンセプトに、企業や
地域、行政などと連携し、「触れる（ハンズオン）」学びを組み
込んだ、「インターンシップ」「フィールドワークを中心とした実
践型学修プログラム」などを開発・提供。社会と向き合い課
題を自ら設定できる思考力・行動力の修得を目指している。

YouTube動画
ハンズオン・ラーニングセンター
／社会探究実践演習「朝来・竹
田城下町活性化プロジェクト」
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て
い
く
こ
と
で
、「
君
、初
め
て
な
の
に

よ
く
知
っ
て
る
ね
」と
地
域
の
人
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
状
況
を
つ
く

り
ま
す
。そ
う
す
る
と
、「
関
学
生
が

い
つ
も
来
て
く
れ
て
い
る
し
、私
た
ち

も
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
」と

い
う
雰
囲
気
が
ち
ら
ほ
ら
と
出
て
き

ま
し
た
。あ
と
は
、誰
が
ど
う
拾
い
上

げ
て
い
く
か
、専
門
性
を
ど
う
絡
め
て

い
く
か
を
考
え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

地
方
創
生
の
主
体
は
地
域

自
立
に
向
け
て

期
限
を
切
る
の
も
一
案

小
林　
最
近
、自
治
体
と
大
学
が
連

携
協
定
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。そ
れ
は
、学
生
が
入
れ
替
わ
っ
て

も
、窓
口
の
教
員
は
継
続
的
に
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
コ
ミ
ッ
ト
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
か

ら
で
、こ
の
成
り
行
き
を
注
目
し
て
い

ま
す
。と
い
う
の
も
、研
究
者
と
し
て

一
つ
の
地
域
だ
け
に
関
わ
り
続
け
ら
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、ま
た
、継

続
す
る
が
故
に
客
観
視
で
き
に
く
く

な
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
す
。地

域
に
深
く
入
る
こ
と
と
、い
か
に
冷
め

た
目
で
客
観
的
に
見
な
が
ら
課
題
を

発
見
し
、提
言
に
つ
な
げ
て
い
く
か
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
か
な
い
と
地
域

の
た
め
に
な
ら
な
い
。な
か
な
か
難
し
い

で
す
ね
。

角
野　
基
本
的
に
私
た
ち
が
で
き
る

の
は
、お
手
伝
い
で
あ
り
、刺
激
を
持
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。当
た
り
前
で
す
が
、

地
域
創
生
は
地
元
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
で
、私
た
ち
が
い
つ
ま

で
関
わ
り
続
け
る
べ
き
な
の
か
と
い
う

問
題
は
あ
り
ま
す
。

小
林　
こ
れ
ま
で
の
地
方
に
対
す
る

振
興
策
は
、始
め
る
の
は
い
い
け
れ
ど

や
め
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
常

に
あ
り
ま
し
た
。あ
る
地
方
に
大
学

や
研
究
室
で
入
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
既

定
路
線
化
し
す
ぎ
る
と
、い
つ
ま
で

た
っ
て
も
自
走
式
に
な
り
ま
せ
ん
。最

初
か
ら
年
限
を
切
る
形
も
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
自
立
的
に
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
く
よ
う
に
5
年
間
頑

張
り
ま
す
。そ
の
期
間
の
達
成
目
標

は
こ
れ
で
す
」と
先
に
決
め
て
お
け
ば
、

互
い
に
緊
張
感
を
持
っ
て
具
体
的
な

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
に
飛
び
込
み

足
ら
ざ
る
を
知
る
こ
と
で

問
題
意
識
を
持
っ
て
学
ぶ

角
野　
関
西
学
院
大
学
は
ハ
ン
ズ
オ

ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

多
彩
な
取
り
組
み
で
学
生
の
幅
広
い

学
び
を
応
援
し
て
い
ま
す
。文
理
横

断
教
育
や
複※

※

数
分
野
専
攻
制
、最
近

で
は
A※
※

I
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
れ
ら
の

動
き
と
地
域
創
生
を
ど
う
つ
な
げ
れ

ば
いい
と
思
い
ま
す
か
。

木
本　
専
門
性
を
追
求
す
る
学
部
で

の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ス
タ
イ
ル
と
、リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
含
め
た
横
断

的
な
ハ
ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、こ
の
両
輪
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。1
年
生
だ
か
ら
ま
だ
で
き
な
い
の

で
は
な
く
、1
年
生
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
り
、大
学
4
年
間
で
、で
き
る
こ

と
の
重
心
が
動
い
て
い
く
。そ
う
い
う

学
生
を
地
域
に
送
り
出
す
と
い
う
の

が
大
学
の
あ
る
べ
き
ス
タ
ン
ス
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、ハ
ン
ズ
オ
ン・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、地
域
の
方
に「
ま

だ
1
年
生
な
の
で
」と
言
う
の
で
は

な
く
、1
年
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

を
堂
々
と
伝
え
よ
う
と
指
導
し
て
い

ま
す
。

小
林　
こ
れ
ま
で
の
大
学
の
在
り
方

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
に
お
い
て

レ
ッ
ス
ン
1
か
ら
積
み
上
げ
、だ
ん
だ

ん
と
知
的
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
く
と
い

う
も
の
で
し
た
。そ
れ
が
ど
う
い
う
位

置
付
け
な
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、学

生
は
今
一
つ
身
が
入
ら
な
か
っ
た
面
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。1
、2
年
次

に
地
域
に
飛
び
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、

「
自
分
は
こ
れ
だ
け
で
き
な
い
ん
だ
。

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
」と
い
う
、学
び
に
お
け

る
積
み
重
ね
の
必
要
性
に
対
す
る
動

機
付
け
に
も
な
り
ま
す
。強
い
経
験
の

場
を
与
え
る
こ
と
で
、自
分
の
足
ら
ざ

T A L K  D E E P ～地方創生と大学の可能性～  

※7…AI活用人材育成プログラム
AIやデータサイエンス関連の知識を持ち、それらを活用
して現実の諸問題を解決できる能力を有する人材を
育成することを目的としたプログラム。日本IBMと共同
開発し、2019年度から全学部を対象に開講している。

※6…複数分野専攻制
他学部や学部以外のセンター等から提供された
プログラムのもと、学部の枠を越えた学問領域
を学ぶことによって、幅広い知見と深い専門性
を備えた学生を輩出するために設けられた制度。
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る
を
知
り
、教
室
で
の
授
業
な
ど
に
も

よ
り
具
体
的
な
問
題
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
む
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
期

待
が
持
て
ま
す
。

自
ら
の
学
部
や

学
問
分
野
を

位
置
付
け
し
直
そ
う

木
本　
ハ
ン
ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
学

生
は
学
部
が
ば
ら
ば
ら
で
、法
学
部
も

い
れ
ば
、理
工
学
部
応
用
物
理
学
科

も
い
ま
す
。学
生
に
は
、自
分
が
そ
の

学
部
に
入
っ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え

る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。広
い
学
び
の

中
で
、法
学
系
の
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る

こ
と
、応
用
物
理
で
で
き
る
こ
と
な
ど
、

自
分
の
学
部
や
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
、専
門

で
や
っ
て
い
る
こ
と
の
位
置
付
け
直
し

で
す
ね
。こ
れ
は
1
年
生
で
も
3
年

生
で
も
で
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
、自

分
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
オ
ー
ダ
ー
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の
科
目
は
自

分
に
と
っ
て
た
め
に
な
る
と
か
、同
じ

科
目
で
も
ど
の
先
生
に
学
ん
だ
方
がい

い
と
か
。自
分
か
ら
オ
ー
ダ
ー
を
出
せ

る
よ
う
に
な
る
と
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

真
に
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

角
野　
「
関
西
学
院
大
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
教
員
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
て
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
き
る
く
ら

い
の
幅
が
あ
り
ま
す
」と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

小
林　
自
ら
の
課
題
を
見
つ
け
、カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
ど
う
学
び
、ど
の

よ
う
に
指
導
を
仰
い
で
い
く
こ
と
が

課
題
解
決
に
結
び
付
い
て
い
く
か
に

気
付
き
、組
み
立
て
て
い
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
は
、社
会
に
出
て
か
ら
の

問
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
予
行

演
習
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。課
題
を
感
じ
さ
せ
る
場
を

ス
タ
ー
ト
と
し
て
与
え
、足
ら
ざ
る
を

知
っ
た
時
に
は
多
様
な
学
部
や
専
門

性
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提
供
す
る
。こ
の
体
制
を
学
生
た

ち
に
フ
ル
に
使
い
こ
な
し
て
も
ら
え
れ

ば
、大
学
と
し
て
非
常
に
存
在
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
は
地
方
創
生
の

重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

取
り
組
み
を
大
学
が
応
援

角
野　
複
数
分
野
専
攻
制
も
全
て
の

学
生
が
取
り
組
む
の
は
難
し
い
。で
も
、

専
門
領
域
の
異
な
る
友
達
を
つ
く
る

こ
と
は
可
能
で
す
。一
緒
に
地
域
に
入

り
、こ
ん
な
に
多
様
な
見
方
や
切
り
口
、

ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
分
か
っ
た
時
に
、

自
分
で
全
て
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
出
会
っ
た
他
学
部
の
学

生
に
相
談
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。一

人
複
数
専
攻
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
複

数
専
攻
で
い
い
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
そ

う
い
う
形
で
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
も
大

事
で
す
。

木
本　
協
働
す
る
、協
力
す
る
中
で

初
め
て
自
分
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。今
は
一
人
一
人
の

力
を
外
か
ら
測
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、そ
う
い
う
力
の
在
り
方
に

も
気
付
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ハ
ン

ズ
オ
ン・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
い
る
3
年
生
な
ど
に
は「
君
、

ゼ
ミ
も
や
っ
て
い
る
よ
ね
」と
言
葉
を

掛
け
ま
す
。1
年
生
と
比
べ
た
時
に
、

な
ぜ
こ
の
中
で
3
年
生
と
し
て
参
加

し
て
い
る
の
か
、何
か
言
え
る
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
、と
い
う
こ
と
で
す
。グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
必
ず
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
意
識
し
、匿
名
に
す
る
な
と
い
う

言
い
方
を
す
る
と
、「
そ
う
だ
、自
分

は
3
年
生
だ
っ
た
」と
意
識
が
変
わ
り

ま
す
。

角
野　
地
域
に
関
わ
り
、地
域
と
い
う

鏡
に
写
す
こ
と
で
自
分
の
立
ち
位
置
、

グ
ル
ー
プ
の
構
成
や
関
係
性
を
改
め

て
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。学
生
に

と
っ
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
く
意
味
の
一

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

木
本　
卒
業
生
に
は
、大
学
で
何
を

ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か
を
語
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。学

部
の
専
門
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、も
う

一
つ
こ
う
い
う
学
び
を
身
に
付
け
て
き

ま
し
た
と
、二
つ
言
え
な
い
と
い
け
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
。そ
う
い
う
学
生
を
育

て
て
い
く
の
が
本
学
の
大
学
と
し
て

の
使
命
で
あ
り
、役
割
だ
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

角
野　
学
生
は
吸
収
力
が
あ
っ
て
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
て
、物
怖お

じ
し
な
い

と
い
う
点
で
、地
域
創
生
の
重
要
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
は
ず
で
す
。地
域
活

性
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
わ
れ
る「
よ

そ
者 

若
者 

バ
カ
者
」の
要
素
を
全

て
持
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
一
番
大
事

な
の
は
、そ
う
い
う
学
生
た
ち
を
大
学

が
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

学
生
だ
け
を
放
り
出
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、関
西
学
院
大
学
全
体
で

そ
れ
を
応
援
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

学
生
に
対
し
て
も
、地
域
に
対
し
て
も
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
大
い
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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建
築
を
軸
足
に

空
間
的
な
提
案
能
力
で

社
会
の
課
題
を
解
決

木
本　
本
年
度
か
ら
、ハ
ン
ズ
オ
ン・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
1
科
目
を
神
戸
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
ま
す
。神

（
注
）
戸
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
2
0
2
1
年
度
か
ら

5
学
部
体
制
と
な
り
、角
野
先
生
も

創
設
さ
れ
る
建
築
学
部
の
教
壇
に
立

た
れ
ま
す
。な
ぜ
建
築
な
の
か
、新
た

な
展
開
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

角
野　
都
市
政
策
学
科
は
今
後
も

総
合
政
策
学
部
に
残
り
ま
す
の
で
、

文
理
横
断
の
枠
の
中
で
都
市
政
策
や

地
域
再
生
を
探
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
が
消
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
築
学
部
を
立
ち
上
げ
建
築
を
軸

足
に
す
る
の
は
、政
策
提
案
能
力
に

加
え
て
空
間
的
な
提
案
能
力
を
持
つ

学
生
、つ
ま
り
空
間
の
相
互
関
係
や

ボ
リ
ュ
ー
ム
、そ
の
結
果
と
し
て
の
街

並
み
と
い
っ
た
空
間
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を

理
解
す
る
学
生
を
育
て
る
た
め
で
す
。

こ
う
い
う
地
域
や
場
所
は
何
が
課
題

で
、解
決
す
る
に
は
ど
う
い
っ
た
機
能

の
空
間
や
施
設
を
ど
れ
く
ら
い
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
用
意
す
べ
き
か
、地
域
の

固
有
性
等
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
最
適
な
の
か

を
考
え
る
こ
と
に
軸
足
を
置
き
、そ

の
上
で
総
合
的
な
学
問
と
し
て
人
文

科
学
、社
会
科
学
な
ど
と
も
連
携
す

る
。そ
う
い
う
学
部
と
し
て
動
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

小
林　
2
0
0
0
年
代
初
頭
の
工
場

等
制
限
法
の
廃
止
に
よ
り
、首
都
圏

で
は
、郊
外
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
し
て
い

た
大
学
が
再
び
山
手
線
内
に
超
高
層

ビ
ル
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
て
都
心
回

帰
し
ま
し
た
。そ
う
い
う
中
、時
代
に

あ
ら
が
う
形
で
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
よ
り
活
性
化
し
拠
点
と
し
て
い
く

た
め
に
て
こ
入
れ
し
て
き
た
関
西
学

院
大
学
は
逆
に
今
、新
し
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
し
て
、「
学
」が
研
究
開

発
や
地
域
と
の
共
生
の
核
に
な
っ
て

い
く
。そ
ん
な
一
つ
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
を
こ
こ
か
ら
発
信
で
き
れ
ば
、う

れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

三
田
市
全
域
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に

地
域
再
生
の
モ
デ
ル
を

角
野　
総
合
政
策
は
も
ち
ろ
ん
、理
、

工
、生
命
環
境
と
い
う
他
学
部
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、地
元
の
三
田
市

に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
を
今
か
ら
考

え
て
い
ま
す
。専
門
領
域
の
異
な
る

学
部
と
地
元
の
自
治
体
や
住
民
組
織
、

経
済
団
体
が
、よ
り
深
く
関
わ
り
合

え
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
本　

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
位
置

付
け
で
、三
田
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
で
授
業
を
す
る
。国
際
基
督
教
大

学
が
三
鷹
市
と
組
ん
で
、授
業
は
ほ

と
ん
ど
三
鷹
市
役
所
で
や
っ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
の
、広
い
意
味
で
の
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
形
は
ど
う
で
す

か
。オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
か
オ
フ
キ
ャ
ン
パ

ス
か
で
は
な
く
、そ
も
そ
も
キ
ャ
ン
パ

ス
の
概
念
を
取
り
払
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

角
野　
ま
さ
に
そ
れ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

三
田
市
は
歴
史
的
市
街
地
も
あ
れ
ば

ニュ
ー
タ
ウ
ン
も
あ
り
、中
山
間
地
域

も
あ
り
ま
す
。フ
ィ
ー
ル
ド
を
学
ぶ
た

め
の
要
素
は
一
通
り
そ
ろ
っ
て
お
り
、

三
田
全
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
捉
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。な
お
か
つ
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
所
を
求
め
て
北
部

や
南
部
へ
、さ
ら
に
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
岡
山
や
広
島
へ
と

い
う
感
じ
で
す
。

小
林　
ベ
ー
ツ
第
4
代
院
長
が
、

移
転
時
の
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

を“W
e have no fence”

と
表

現
さ
れ
ま
し
た
。神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
は
21
世
紀
版
の“W

e have no 

fence”

で
す
ね
。

角
野　
こ
れ
か
ら
の
地
域
再
生
の
一

つ
の
事
例
と
し
て
、大
学
が
地
域
に
ど

う
関
わ
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。「
三
田
モ
デ
ル
」を

確
立
で
き
る
よ
う
、今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

T A L K  D E E P ～地方創生と大学の可能性～  

（注）設置構想中。新設学部の名称は仮称です。学部の名称や概要等は予定であり、今後、変更になる場合があります。
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過
酷
な
練
習
と
自
己
管
理
で

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

　

今
年
で
創
部
90
年
と
、関
西
学
院
大
学
で

も
長
い
歴
史
を
有
す
る
ボ
ク
シ
ン
グ
部
。部
員

は
総
勢
20
人
で
、他
大
学
に
比
べ
て
入
学
後

に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
部
員
が
大
半
を
占

め
ま
す
が
、関
西
学
生
ボ
ク
シ
ン
グ
リ
ー
グ
戦

の
1
部
常
連
校
で
あ
る
、ま
さ
に
少
数
精
鋭

の
部
活
で
す
。

　

試
合
本
番
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、日
々
の
練
習
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ
ク
シ
ン

グ
場
を
活
動
拠
点
に
週
6
日
、個
人
練
習
と

全
体
練
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。主

な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、仮
想
の
敵
に
対
し
て
パ

ン
チ
を
繰
り
出
す
シ
ャ
ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
や
サ

ン
ド
バ
ッ
グ
を
打
ち
込
む
バ
ッ
グ
ラ
ッ
シ
ュ
、相

手
と
の
距
離
感
の
確
認
を
目
的
に
軽
い
打
ち

合
い
を
す
る
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
ま

創部／1930年

部員／20人

部長／前田 洸一郎

練習場所／新学生会館2階 ボクシング場

体育会 ボクシング部
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かつては素手でしたが、拳を保
護するために用いられるように。
バンデージを巻いた後に装着
して固定します。合成皮革製と
本革製があり、プロの公式戦は
本革製を使用。オンス（oz）で
表される重さは階級によって異
なり、重い階級では重いグロー
ブを使用してパンチの衝撃とけ
がの危険性を抑えます。

Pick up す
。室
内
に
は
大
型
の
ミ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
、自
分
の
フ
ォ
ー
ム
が
正
確
で
あ
る

か
ど
う
か
を
い
つ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、試
合
当
日
の
体
重
超
過
に
よ
る

失
格
を
防
ぐ
た
め
、練
習
前
に
毎
回
行
わ
れ

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、体
重
を
記
録
す
る
こ

と
で
自
己
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
1
部
・
2
部
入
れ
替
え
戦
で
勝

利
し
、1
部
残
留
を
死
守
。そ
の
反
省
か
ら
、

1
部
リ
ー
グ
3
位
以
上
の
A
ク
ラ
ス
を
本
年

度
の
目
標
に
、過
酷
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

試
合
開
始
の
ゴ
ン
グ
が
鳴
る
と
同
時
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
熱
戦
。死
闘
を
制
し
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ベ
ル
ト
を
掲
げ
る
選
手
の
姿
に
魅
了
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
は
ず
で
す
。新
学
期

を
迎
え
、心
機
一
転
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

た
い
人
は
入
部
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

動
画
は
こ
ち
ら
→　

グローブ

昼休みの放送や番組制作などを行っている関西
学院大学唯一の放送団体・KGB総部放送局が、
多彩な課外活動を紹介します！
KGBの活動は
Twitter→https：//twitter.com/KGBbroadcast

KG CLUB by KGB
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関学カプセル…㊺

国際ボランティアを経験した卒業生11人
支援活動の入門書を出版

　在学中に国際ボランティア活動を経験した卒業生11人のグルー
プが、災害被災地でのボランティア活
動について書籍「人生をかえるハッピー
スイッチ～ボランティアが私に教えてくれ
たこと～」にまとめ、12月に出版しました。
実話を基にした小説、被災地に出掛け
た際のルポルタージュと感想、ボランティ
ア活動参加時に必要なノウハウを集め
たコラムの3部構成で、ボランティア活
動の入門書ともいえる内容です。

小学生対象に「バスケ×英語」教室
林直也・人間福祉学部教授ゼミとバスケットボール部

　人間福祉学部の林直也教授のゼミに所属する学生たちとバス
ケットボール部の選手たちが2月25日（火）、西宮市立上ヶ原南小学
校の全4年生を対象に、バスケットボールと英語の基礎技能を教える
イベント「バスケ de シュート
ク！！」を同小学校の体育館
と教室で開催しました。林ゼ
ミの谷村真由さん（3年生）
は「これをきっかけにバスケッ
トと英語を好きになってくれ
ればうれしい」と話しました。

初代学長・第4代院長。1910年、カナダ・メソヂスト教会が関西学院の共同
経営に参与すると同時に、関西学院に赴任。スクールモットーである“Mastery 
for Service”を提唱しました。今年は院長就任から100年の節目の年。

※記載されている役職や学年は、その当時のものです。

学院通信
Gakuin Tsushin

C.J.L.ベーツ
「第4回聖書動画コンテスト・アワード」
高等部宗教部の動画が優秀賞

　聖書に基づいた動画作品を競い合う「第4回聖書動画コンテス
ト・アワード」が1月13日（月・祝）、アルカディア市ヶ谷私学会館（東
京都新宿区）で開催さ
れ、世界初となる日本語
訳聖書が出来上がるま
での過程を推測し映像
化した高等部宗教部の
作品「ハジマリニカシコ
イモノゴザル」が優秀賞
に選ばれました。

理工学部の寺坂瑠菜さんの2作品がノミネート 「第25回学生CGコンテスト」

　12月に最終審査があった「第25回学生CGコンテスト（Campus 
Genius Contest）」のエンターテインメント部門で、寺坂瑠菜さん（理
工学部2年生）の2作品「SHADECOR PV 2019」「成れに果てり 
MV」がノミネートされました。映像やアニメーション、インタラクティブアー
トなど、新しいメディアやテクノロジーを用いた作品を対象にしたコンテス
トで、応募330作品の中から、最終審査に進む46作品に選ばれました。

SHADECOR PV
2019 成れに果てり MV
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陸上の多田修平選手に学長賞授与
五輪出場に向け意欲

　関西学院大学は、陸上競技短距離で東京オリンピック出場を目
指している多田修平選手（2019年法学部卒、住友電工所属）に
学長賞を贈ることになり、2月26日（水）、東京丸の内キャンパスで
贈呈式を実施。多田選手は

「卒業してOBとなった現在
も、関西学院大学から表彰
していただけるのは非常に
うれしいです。オリンピックに
向け、しっかり励んでいきた
いと思います」と話しました。

KGグルメ

「移民を受け入れるべきか」を議論
特別講演&高校生公開討論会を開催

　関西学院大学は1月25日（土）、「日本に移民を受け入れるべきか」
をテーマに、ドイツと米国の外交官による特別講演と高校生による公
開討論会を西宮上ケ原キャンパス中央講堂で開催しました。EUインス
ティテュート関西（神戸大学・関西学院大学・大阪大学）と、兵庫県立
の姫路西、長田の両高等学校と
関西学院、関西学院千里国際
の両高等部4校との共催で、4校
の高校生たちは外交官の話に耳
を傾けた後、移民を受け入れるこ
との賛否について議論しました。

Hankyu Densha×関西学院
コラボグッズ第二弾が発売開始！

　阪急電車グッズ「Hankyu Densha」と関西学院がコラボレーショ
ンしたシリーズ第二弾が3月16日（月）から好評発売中です。バッグや
ポーチなどの新アイテムも加わって、ますます充実したラインアップに
なりました。キャンパス
内生協や「アズナス」、

「アズナスexp」、「カ
ラーフィールド」などで
販売しています。

教育学部が伊丹市教育委員会と連携協定締結
新設の幼児教育センターでの研究や研修に協力

　教育学部は2月19日（水）、兵庫県伊丹市教育委員会と、幼児
教育の質の向上を目的にした連携協力協定を締結しました。伊丹
市では2020年度、幼児
教育センターが開設される
予定で、そこで行われる研
修や研究などに大学として
協力するとともに、大学教
員からセンターのアドバイ
ザーに対して指導や助言
などもしていく予定です。

中 身がぎっしり詰まった肉団子と彩り豊かなたっぷり野菜が食欲をそそる
「塩ちゃんこ」。肌寒く感じる日には、ほっとするおいしさが心と体を一層

温めてくれます。ダイコ
ン、サトイモ、ニンジン、
ゴボウなど積極的に取
りたい根菜類が豊富
で、食事バランスが気
になる人にもお薦めの
一品です！264円（税
込み）。

民間監査法人主催の次世代論文コンテスト
商学部の蔦尾亮太さんが優秀賞

　1月22日（水）、関西にゆかりのある若い世代を対象にした、有限責
任あずさ監査法人主催の「第3回KPMG次世代論文コンテスト－関
西の未来」で、蔦尾亮太さん（商学
部4年生）の論文「データ活用が導く、
関西ミュージアム構想」が優秀賞に
選ばれました。募集テーマは「世界に
選ばれる関西の未来のために」。蔦
尾さんの論文は、35点の中から優秀
作品5点に選ばれ、大賞、理事長賞
に次ぐ優秀賞となりました。

BIG MAMA（西宮上ケ原キャンパス）

塩ちゃんこ

※�売り切れ次第終了となります。
あらかじめご了承ください。

読者
アンケート＆
プレゼント
30㌻へ！
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　関西学院大学では、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて中止になっ
た卒業式に代わり、卒業生の門出が少しでも良き思い出の日になるよう、特
設サイト「#関学卒業生にエールを」を開設。村田治学長をはじめ、プロ野球
選手の近本光司さんやアナウンサーの永島優美さん、陸上競技選手の多田
修平さんやロックバンドのキュウソネコカミなど、各界で活躍するOB・OGから
寄せられたメッセージ動画などを公開しました。
　また、SNS上でもOB・OGや関係者へ「#関学卒業生にエールを」を付けた
メッセージ投稿を呼び掛けたところ、数多くの祝福の言葉が集まり、卒業生の
門出に花を添えることができました。ご協力いただきました皆さま、ありがとうご
ざいました。

#関学卒業生にエールを
OB・OGが卒業生に祝福のメッセージ

※記載しているイベントは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、延期または中止になる可能性があります。

アメリカンフットボール部の試合を応援して
関西学院の雰囲気を感じよう

　新入生歓迎イベントとして、アメリカンフットボール部の試合を応援
する「Let's go to the Stadium！」を4月25日（土）に神戸市立王子ス
タジアムで開催します。アメリカンフットボール部ファイターズの試合
観戦に加え、クラブ・サークルのパフォーマンスを実施予定。課外活動
に熱く取り組む先輩たちが新入生を歓迎します。
　キックオフは14時40分。対戦相手は明治大学グリフィンズ。新入
生は、入学式で配布するチケットで入場できます。新入生以外もチ
ケットは関学生協などで購入できます。
　問い合わせは、スポーツ振興・統括課へ。イベントの詳細はhttps：
//www.kwansei.ac.jp/letsgokg参照。

キャンパスで留学生と国際交流
コーヒーアワーに参加しよう

　海外から関西学院大学に来ている留学生や教員の方 と々楽しく交流する
国際交流イベント「コーヒーアワー」が4月16日（木）、西宮上ケ原キャンパス
の関西学院会館レセプションホールで開催されます。
　毎回200人を超える留学生と関学生が参加し、たくさんの出会いと交流が
繰り広げられます。関学生は誰でも自由に参加でき、キャンパスにいながら国
際交流を楽しめます。詳細や今後の予定は、国際教育・協力センターへ。
▶日時＝4月16日（木）17時15分～18時30分
▶場所＝西宮上ケ原キャンパス 関西学院会館レセプションホール
▶参加費＝無料　▶持ち物＝学生証
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Present Question
naire

関西学院大学ならではの奏楽奉仕
チャペルオルガニストを募集します

　チャペルオルガニストは、各学部のチャペルで
オルガン奏楽の奉仕をする学生オルガニストのこ
とです。関西学院のキリスト教主義教育において
重要な役割を果たしています。採用学生は4年間、
専門のオルガン講師に、学内のパイプオルガンで
個人レッスンを受けることができます。また、春のコンサートや秋の発表会など日頃の
練習の成果を披露する場もあります。関西学院大学ならではの奉仕活動に奮ってご
応募ください。またスプリング・コンサートも開催します。ぜひご来場ください。
チャペルオルガニスト募集
▶応募期間＝4月1日（水）～23日（木）
▶�オーディション実施日・場所＝4月25日（土） 

吉岡記念館2階 研修室1（西宮上ケ原キャンパス）※時間予約制（1人約10分間）

▶募集要項・応募用紙の入手方法　
①ホームページ…関西学院大学ホームページ（https：//www.kwansei.ac.jp/c_
christian/news/detail/280）からダウンロードできます（QRコードからもアクセス
可能）。
②電子メール…organist@kwansei.ac.jpに所属学部があるキャンパス名を書い
たメールを送信してください。募集要項と応募用紙を添付して返信します（添付ファ
イルが受信可能なメールアドレスから送ってください）。
③事務室…宗教センター（吉岡記念館1階）、西宮聖和キャンパス事務室教育学部担当

（1号館1階）、神戸三田キャンパス事務室（アカデミックコモンズ1階）で配布しています。
説明会
▶日時＝4月15日（水）、17日（金） 12時50分～13時20分
▶場所＝西宮上ケ原キャンパス ランバス記念礼拝堂
スプリング・コンサート　※入場無料

▶日時＝4月14日（火）、16日（木） 12時50分～13時25分
▶場所＝西宮上ケ原キャンパス ランバス記念礼拝堂
　問い合わせ・資料請求は、宗教センター（TEL0798-54-6018、organist@kwansei.
ac.jp）へ。神戸三田、西宮聖和両キャンパスも同じです。

関学ジャーナルのアンケートにご協力ください。ご協力いただいた
方の中から抽選で6名様に「Hankyu Densha×関西学院コラボ
グッズ（ペンケース〈W185㍉×H80㍉〉、フラットポーチ〈W160
㍉×H120㍉〉いずれか一つ）」をプレゼントします。右記QRコード
からアンケートにお答えください。締め切りは2020年6月1日（月）。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの発送以外では利用いたしません。

学生定期健康診断を必ず受けましょう

　学生定期健康診断を下記の通り実施します。所属のキャンパス
で受けてください。健康診断の結果は、実習、留学、就職活動、クラ
ブ活動等で必要になります。受けていない場合、後日、有料で医療
機関を受診することになります。1年生のみならず、2・3・4年生、大
学院生も必ず受けましょう。

神戸三田キャンパス

女子 4月8日（水）、9日（木）

男子 4月10日（金）、13日（月）

時間 9時30分～11時15分、12時45分～15時45分

場所 神戸三田キャンパス体育館

西宮上ケ原キャンパス

女子 4月8日（水）～14日（火）

男子 4月15日（水）～21日（火）

時間 9時30分～11時15分、12時45分～16時00分

場所 G号館地下

西宮聖和キャンパス

教育学部2・3年生、聖和短大2年生 4月2日（木）

教育学部1・4年生、聖和短大1年生、編入生 4月3日（金）

時間 学年、コース、性別により受付時間が決められています。
学内掲示、パンフレット、ホームページ等で確認してください。

場所 西宮聖和キャンパス体育館

読者アンケート
&

プレゼント
アンケートの回答は

こちら
↓

学院通信
Gakuin Tsushin
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※フォロワーなど
の数字は2020年
3月1日現在、最多
いいね数や最多リ
ツイート数は過去
2年間のものです。

数字でみる関学

関西学院大学の公式SNS

関西学院大学では、さまざまなSNSを通して大学のニュース

や風景、学生の学びや日常などを発信しています。大学公式

SNSに関する数字を紹介します。

Instagram

YouTubeTwitter

Facebook

キャンパス風景や学生の日常を写真で紹介し
ています。在学生の皆さんにモデルをお願い
することがあるかもしれません！

キャンパスライフや学生の学びなど
を映像で配信しています。チャンネ
ル登録をお願いします！

チャンネル
登録者数 ：2,740
動画数：812
最多
再生回数：22,800

ページいいね数：51,178
最多いいね数：2,941

フォロワー：12,655
最多いいね数：1,868

イベント情報やニュー
スを発信しています。ツ
イートを見たらぜひリツ
イートしてください！

ニュースやキャンパス風景などを発信して
います。特に卒業生の方から多くのコメント
を頂いています。

フォロワー：24,459
最多リツイート数：384

2018年6月18日
「笑ってコラえて！」
に関西学院大学が
登場

2020年1月8日
アメリカンフットボール部 
鳥内秀晃前監督の
♯KGスナップショット

2018年12月16日
アメリカンフットボール
部が2年ぶり29回目の

「甲子園ボウル」優勝

2019年7月1日
2分で見る！関西学院大学
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昨
秋
よ
り
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
に
駐
在
し
、旧
ソ
連
圏
の

戦
略
企
画
、事
業
計
画
策
定
、人
事
等
の
施
策
実
行
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

4
年
ぶ
り
の
モ
ス
ク
ワ
で
、大
変
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。前
回
は
ソ
チ
五
輪
の
盛
り
上
が
り
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

政
変・ク
リ
ミ
ア
併
合
、こ
れ
に
欧
米
が
経
済
制
裁
と
い
う

形
で
反
応
し
、事
業
環
境
と
し
て
は
将
来
の
見
通
し
が
立

ち
づ
ら
く
な
っ
た
時
期
で
し
た
。そ
れ
が
今
回
来
て
み
る

と
、地
下
鉄
は
一
回
り
拡
大
、中
心
部
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
き
ら
び
や
か
に
。接
客
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
、国
産
牛・

シ
ー
フ
ー
ド
も
大
変
お
い
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。一
つ
は

サ
ッ
カ
ー
W
杯
効
果
と
言
わ
れ
ま
す
。集
中
的
な
投
資
で

市
の
観
光
収
入
も
増
え
ま
し
た
。し
か
し
、制
裁
下
で
ロ
シ

ア
人
が
自
国
の
産
業
強
化
に
本
気
に
な
っ
た
結
果
で
も
あ

る
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　

欧
州
的
な
論
理
的
思
考
と
ア
ジ
ア
的
な
ウ
エッ
ト
な
人

間
関
係
。親
日
で
、懐
に
入
る
と
非
常
に
温
か
い
。そ
ん
な

彼
ら
に
対
し
、わ
れ
わ
れ
が「
お
そ
ロ
シ
ア
」フ
ィ
ル
タ
ー
を

は
が
し
冷
静
に
付
き
合
う
こ
と
で
、巨
大
な
隣
人
と
の
関

係
が
一
歩
前
進
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
時
代
は
国
際
関
係
の
授
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
の
実
践
を
通
じ
、熱
い
思
い
だ
け
で
な
く
、常
に

学
び
、技
を
磨
き
、プ
ロ
の
自
覚
を
持
っ
て
働
く
こ
と
＝

“M
astery for Service”

が
大
切
で
あ
る
と
た
た
き
込

ま
れ
た
4
年
間
で
し
た
。社
会
に
出
て
か
ら
も
勉
強
す
べ

き
こ
と
が
多
く
め
げ
そ
う
に
も
な
り
ま
す
が
、こ
の
教
え

が
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
在
学
中
に
得
た
仲
間
た
ち

と
奇
遇
に
も
同
時
期
に
海
外
駐
在
と
な
り
、現
在
月
1

回Skype

で
互
い
の
国
や
仕
事
に
つい
て
熱
く
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
仲
間
と
思
い
切
り

切
磋
琢
磨
し
、生
涯
の
友
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。一
生
の
財
産
に
な
り
ま
す
。

三井物産モスクワ有限会社（Mitsui & Co. Moscow LLC）
Corporate Planning Department, Senior Manager

（2010年法学部卒）
樋口 祥子さん

世界の街角から

協定校紹介

Russian Federation

経済制裁下で産業強化、4年ぶりのモスクワの変化に驚き

国立研究大学高等経済学院　National Research University Higher School of Economics

モスクワ中心部。散歩好きのロシア人は氷点下でも街歩きを楽しみます ロシア地図を背に。広大な土地と可能性を前に負けていられないという気持ちになります

　国立研究大学高等経済学院は2019年4月に協定を締結したロシアで初めての
協定校です。ヨーロッパの文化と融合した美しい街並みに世界遺産の建物が立ち並
ぶロシア北西部のサンクトペテルブルク、首都モスクワ、ニジニ・ノヴゴロド、ペルミに4
つのキャンパスがあります。
　設立当初の1992年は経済学院でしたが、その後、総合大学に昇格。2009年には
ロシア政府から優れた国立研究大学として認定され急速に発展しています。国際経
済・国際政治学部、ビジネス・マネジメント学部など、社会科学系の分野があります。
　2020年QSランキングの政治政策分野、社会科学分野では世界60位以内（ロシ
ア国内では1位）にランクイン。また、2020年Times Higher Education世界総合ラ
ンキングでは300位以内にランクインし、国際的に高く評価されている大学です。

KG JOURNAL32



軍記物語講座第三巻
平和の世は来るか 太平記
北村昌幸 文学部教授 共著

花鳥社

民俗学読本
フィールドへのいざない

島村恭則 社会学部教授 編著
晃洋書房

問答式
法人税事例選集

西尾宇一郎 経営戦略研究科教授 共著
清文社

民法入門ノート
渡邊力 法学部教授 編著、瀧久範 法学部教授、

大西邦弘 法学部教授 共著
法律文化社

統計ライブラリー
社会科学のためのベイズ統計モデリング

石田淳 社会学部教授、
清水裕士 社会学部教授 共著

朝倉書店

乳幼児 教育・保育シリーズ
子ども家庭支援論

橋本祐子 教育学部教授 編著、 
波田埜英治 聖和短期大学准教授 共著

光生館

地方財政の歴史を変えた 8つの物語
小西砂千夫 大学院経済学研究科・

人間福祉学部教授 著
日本加除出版

メガマーケティングによる市場創造戦略
携帯音楽配信サービスの誕生 1999-2016

西本章宏 商学部准教授 共著
日本評論社

村田俊一 総合政策学部教授 著
関西学院大学出版会

この論文・報告書は、筆者のフィリピン国連開発計画事務所の経験に基づ
き、ミンダナオ島を中心に平和協定に尽力したモロ民族解放戦線（MNLF）
のイメージと現実を描写しています。その複雑多岐にわたるモロ民族解放
戦線内外の行為主体の利害関係を分析し、さらに、ミンダナオ島のUnique
な紛争問題は、一般的な紛争モデルでは解決できない要素を提示すると
同時に、今後のモロ自治政府構築の潜在的な問題点を解き明かします。

Mindanao' post conflict
peace building efforts in transition 1990s
Governance of Moro National Liberation Front （MNLF） and its image and 
reality of improving the relations of the government and other stake holders

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。大学ではレポート作成や研究をする上で
多くの図書・資料を使うことが欠かせません。大学図書館の使い方やポイントを紹介します。

▶�大学図書館への入館、図書の貸出には学生証が必要です
▶�学部生は10冊まで14日間借りることができます（参考図書、新

聞、雑誌、DVD等は館内で利用できます）
▶�大学図書館は西宮上ケ原キャンパス大学図書館、西宮聖和

キャンパス図書館、神戸三田キャンパス図書メディア館の3館
です（所属キャンパス以外の大学図書館も全て利用できます）

▶�OPAC（蔵書検索システム）で図書の検索・予約、取り寄せ、貸
出更新ができます　

▶�授業のある期間の平日は、8時50分から22時（西宮聖和キャ
ンパス図書館は21時）まで開館しています

▶�大学図書館の利用や図書・資料の探し方などについて、質問・
相談できるレファレンスカウンターがあります

▶�履修登録やレポート作成にも使用できるパソコンがあります
▶�西宮上ケ原キャンパス大学図書館、神戸三田キャンパス図

書メディア館では、館内で使用できるノートパソコンの貸し出し
サービスを行っています

▶�電源用コンセントのついた閲覧机もあります
▶�西宮上ケ原キャンパス大学図書館、神戸三田キャンパス図書

メディア館には、グループでの学習や研究のためのグループ閲
覧室があります

▶�学術書だけでなく、小説などの文庫本、旅行ガイド、映画の
DVDも所蔵しています

▶�コーナーの紹介や新サービスの情報などを、大学図書館Web
サイト、公式Twitterでお知らせしています

大学図書館を活用しよう！

libraring

教 職 員 の 新 刊

大学図書館Webサイト
https://library.kwansei.ac.jp/

@KG_Lib

大学図書館Webサイトでは、開館日・閉館時間、図
書館ニュースの確認やOPAC（蔵書検索）、データ
ベースなどの情報検索ツールを使うことができます。

※本データは、これらの書籍が刊行された当時のものです。 ※これらの図書の多くは、大学図書館で貸し出しています。

大 学 図 書 館 の 旬 な 情 報 を お 届 け

関学図書館のなかまたち
関西学院大学図書館コミュニケーションキャラクター

KG JOURNAL 33



聖書に聞く

院長 　舟木　讓

今
回
の
聖
書
箇
所
は
復
活

し
た
イ
エ
ス
が
、生
前
の

弟
子
た
ち
に
語
ら
れ
た
言
葉
の

一
つ
で
す
。死
者
の
復
活
と
い
う
、

合
理
的・理
性
的
に
は
理
解
し
が

た
い
出
来
事
を
、現
代
の
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
問
い
を

解
く
鍵
が
、生
前
の
イ
エ
ス
の
活

動
に
あ
り
ま
す
。

　

イ
エ
ス
の
活
動
は
、当
時
の

ユ
ダ
ヤ
で
、権
威
と
権
力
を
持

つ
人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た

「
正
し
い
答
え
」に
対
し
て
根
本

的
な
問
い
直
し
を
迫
る
も
の
で

し
た
。そ
の
結
果
、社
会
で
生
き

難
さ
を
抱
え
て
い
た
人
々
に
対
し

て
、違
う「
正
し
い
答
え
」が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
、真
の「
正
し
い

答
え
」に
よ
っ
て
社
会
が
変
わ
る

可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ

に
、一
部
の
人
々
の
利
益
・
権
力

が
優
先
さ
れ
て
い
た
閉
塞
的
な

社
会
を
変
革
で
き
る
と
い
う
希

望
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、既
得
権
益
の
喪
失

を
恐
れ
る「
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
」的

な
人
々
に
よ
り
、イ
エ
ス
の
命
は

奪
わ
れ
、希
望
は
絶
望
に
変
わ
り

ま
す
。と
こ
ろ
が
、イ
エ
ス
の
復
活

に
よ
り
、そ
の
思
い
は
決
し
て
途

絶
え
る
こ
と
な
く
、今
の
誤
っ
た

「
正
し
い
答
え
」を
変
え
る
可
能

性
と
力
は
永
遠
に
受
け
継
が
れ

存
続
す
る
の
だ
、と
い
う
こ
と
が

力
強
く
示
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

現
代
も「
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
」的
な

「
正
し
い
答
え
」を
振
り
か
ざ
す

人
々
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
傷

つ
け
ら
れ
、そ
の
尊
厳
と
存
在
を

踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
、イ
エ
ス

の
復
活
で
示
さ
れ
た
、「
人
々
を

不
幸
に
す
る『
答
え
』は
変
え
ら

れ
る
」と
い
う
希
望
を
胸
に
、新

し
く
始
ま
っ
た
年
度
を
真
の「
正

し
い
答
え
」の
実
現
に
向
け
て
、

共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

メシアは苦しみを受け、三日目に死者の中から復活する。
また、罪の赦しを得させる悔い改めが、
その名によってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる。
ルカによる福音書　24章46－47節

人生100年といわれる今の時
代。長く続く人生をより豊かなも
のにできるよう、学生時代からさ
まざまな挑戦をして自分だけの
経験を手にし、これからの自分を
支える学びの基礎力を身に付
けてほしい―そんな思いで今回
の特集を企画しました。と、熱い
思いを書いてみたり…。皆さま
の学生生活における何かのきっ
かけになれば幸いです！（りょ）

編集後記
関西学院大学 Instagram

Kwansei Grand Challenge 2039

♥

関西学院は、創立150周年を迎える2039年を見据え、関西学院
のありたい姿・あるべき姿を示した「超長期ビジョン」と、それを実現す
るための前半10年間（2018－2027年）の方向性を示した「長期
戦略」からなる将来構想「Kwansei Grand Challenge 2039」を
2018年に策定しました。現在は、これに基づく「中期総合経営計
画」で、さまざまな施策が進んでいます。
詳細は下記Webサイトをご覧ください。
https://kgc2039.jp/

関西学院大学のキャンパスや
授業風景、学生の活動の様子
など、さまざまな瞬間を写真や動
画で紹介！友達が出ているかも。

アカウント名／kwanseigakuinuniversity

KG JOURNAL34



高校生特設サイト
関西学院大学でのマナビと関学生のホンネを紹介しています。

Twitter

関西学院大学のニュースを中心に
配信しています。

・学べること紹介
・同郷の後輩へ
・教員の研究紹介 など

入試情報をお届け。今すぐ友達登録！ 最新情報や
入試情報などさまざまな情報をお届けします。

学生たちの普段の様子や
キャンパス風景を発信します。

LINE Instagram

「友だち追加」から「ID検索」を選択して
「＠kwansei」で検索

関西学院大学  公式SNS
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